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資料 1  大気質の監視調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．環境影響評価時の調査結果については、二酸化窒素は一般環境大気測定局である沖縄測定局の値、ベンゼンは沖縄総合事務局及び沖縄県が実施した現地調査結果の値である。 
２．ベンゼンの環境基準は１年平均値（１か月に１回 24時間採取、12か月の結果の平均値）で評価するために、この結果からは評価できないが、１週間平均値から年平均値を
算出した。 

３．ベンゼンの環境影響評価時の調査期日：平成９年３月 21～27日（冬季）、平成 10年７月 28～８月３日（夏季） 
  ４．二酸化窒素およびベンゼンの主な発生源は工場のボイラーなどの固定発生源および自動車からの移動発生源である。

凡例 
◆：（参考）1時間値最大 
○：1時間値の日平均値の最大値 
  ：監視基準（日平均値） 

凡例 
◆：1週間平均値 
：1年平均値 

  ：監視基準（1年平均値） 
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資料 2  道路交通騒音の監視調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）環境影響評価時の調査期日：平成８年 11月 19～20日 
 

資料 3  道路交通振動の監視調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）環境影響評価時の調査期日：平成８年 11月 19～20日 

 
資料 4 交通量の経年変化（6 時から 22 時までの 16 時間の走行台数） 
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  資料 5(1)  水質の監視調査結果(平成 12 年度～14 年度) 

 
平成 14年度 調査時期 

項目,地点 4.26 5.17 6.04 7.23 8.15 9.11 10.15 11.15 12.11 1.16 2.06 3.07 
環境影響評価

時の調査結果 監視基準 

St.1 0.7 1.9 0.9 1.1 0.9 1.7 1.2 0.7 0.8 1.5 1.0 <0.5 
St.2 0.6 1.2 1.0 1.2 1.6 1.1 1.6 1.0 0.5 1.2 0.9 <0.5 
St.3 0.6 1.2 0.8 1.0 0.9 1.8 1.3 0.8 0.7 1.1 0.6 <0.5 
St.4 0.7 1.4 1.0 1.0 0.8 1.6 1.4 0.9 0.9 1.2 1.6 0.7 
St.5 － －           

COD 
(mg/L) 

St.6             

1.4 
環境基準のＡ

類型相当 
２mg/L以下 

St.1 1.0 1.0 <1 1.3 <1 <1 1.0 1.0 1.3 <1 <1 2.0 
St.2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1.2 <1 <1 <1 <1 <1 
St.3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 
St.4 <1 <1 <1 1.1 <1 <1 1.2 <1 1.4 <1 <1 1.0 
St.5             

SS 
(mg/L) 

St.6             

1.9 

バックグラウ

ンド＋

10mg/L 
（11mg/L） 

 
（注）１．環境影響評価時の調査結果の値は、泡瀬地区周辺海域（環境影響評価時の調査地点 St.1～St.7）の下げ潮時の平均値である。 
２．環境影響評価時の調査期日：平成８年２月１日、平成８年５月 18日、平成８年８月５日、平成８年 11月 27日 

平成 12年度 平成 13年度 調査時期 
項目,地点 8.17 10.25 3.5 3.13 3.21 4.27 5.30 6.27 7.25 8.10 9.21 10.12 11.05 12.07 1.18 2.05 3.05 

環境影響評価

時の調査結果 監視基準 

St.1 1.4 1.5 － － － 1.3 2.0 2.4 1.3 0.8 0.7 1.2 2.2 1.5 1.8 0.8 1.8 
St.2 1.4 1.8 0.9 1.0 0.9 0.8 1.3 1.2 1.1 0.9 < 0.5 1.0 1.8 1.1 2.0 1.0 2.0 
St.3 1.1 1.6 0.9 0.8 0.8 0.8 1.3 1.5 1.4 0.6 < 0.5 1.6 1.1 0.6 1.7 1.2 1.7 
St.4 1.8 1.6 － － － 0.8 1.3 1.4 1.2 1.3 < 0.5 1.6 1.1 1.1 1.8 1.1 1.8 
St.5 － － 1.3 0.5 0.9 － － － － － － － － － － － － 

COD 
(mg/L) 

St.6 － － 1.2 1.4 1.2 － － － － － － － － － － － － 

1.4 
環境基準の

Ａ類型相当 
２mg/L以下 

St.1 1.5 5.2 － － － 1.1 3.1 1.5 1.2 < 1 1.4 2.0 1.0 1.5 1.2 1.7 1.2 
St.2 < 1 < 1 < 1 2.4 < 1 < 1 1.4 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 2.1 < 1 < 1 < 1 < 1 
St.3 < 1 < 1 < 1 2.5 < 1 < 1 1.5 1.1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 < 1 
St.4 < 1 < 1 － － － < 1 1.4 1.0 < 1 < 1 1.2 < 1 1.1 < 1 < 1 1.1 < 1 
St.5 － － < 1 2.4 < 1 － － － － － － － － － － － － 

SS 
(mg/L) 

St.6 － － 1.2 2.5 < 1 － － － － － － － － － － － － 

1.9 

バックグラ

ウンド＋

10mg/L 
（11mg/L） 
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資料 5(2)  水質の監視調査結果(平成 15年度) 

 
平成 15年度 調査時期 

項目,地点 4.30 5.16 6.22 7.16 8.15 9.24 10.28 11.17 12.17 1.07 2.11 3.10 

環境影響評価

時の調査結果 監視基準 

St.1 1.9 2.4 1.9 1.8 1.6 2.3 1.5 1.6 1.0 1.7 1.1 1.8 

St.2 1.5 1.6 1.8 1.2 1.7 1.9 1.7 1.5 0.9 0.9 0.9 1.6 

St.3 1.2 1.4 1.8 1.2 1.6 1.6 1.6 1.5 1.1 0.9 0.9 1.4 

St.4 1.5 1.4 2.4 1.4 1.8 1.6 1.8 2.1 1.2 1.0 1.0 1.5 

St.5 － － － － － － － － － － － － 

COD 

(mg/L) 

St.6 － － － － － － － － － － － － 

1.4 
環境基準の

Ａ類型相当 
２mg/L以下 

St.1 4 3 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

St.2 <1 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

St.3 1 2 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

St.4 1 2 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 

St.5 － － － － － － － － － － － － 

SS 

(mg/L) 

St.6 － － － － － － － － － － － － 

1.9 

バックグラ

ウンド＋

10mg/L 
（11mg/L） 

 
（注）１．環境影響評価時の調査結果の値は、泡瀬地区周辺海域（環境影響評価時の調査地点 St.1～St.7）の下げ潮時の平均値である。 
２．環境影響評価時の調査期日：平成８年２月１日、平成８年５月 18日、平成８年８月５日、平成８年 11月 27日 
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資料 6 水質監視調査実施日およびその前日の気象条件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査日 潮汐状況 天　　候 気温（℃） 風　　向 風速(m/s) 雲　　量 波高（ｍ）
4月29日 中潮 晴一時曇 25.0 S 6.8 4.8 1.15
4月30日 大潮 曇時々晴 23.4 ENE 6.1 7.5 1.14
5月15日 大潮 雨 24.6 W 5.4 9.5 1.15
5月16日 大潮 曇一時雨 23.6 NNE 4.0 10.0 0.88
6月21日 小潮 晴時々曇 27.9 S 6.7 7.8 0.58
6月22日 小潮 晴時々曇 27.9 SSW 6.4 8.0 0.46
7月15日 大潮 晴後曇 30.0 W 7.7 6.8 0.46
7月16日 大潮 曇時々晴 29.7 W 6.1 8.8 0.42
8月14日 大潮 曇一時雨 29.5 N 4.0 8.0 0.49
8月15日 中潮 曇時々晴 29.8 SSE 5.0 8.8 0.57
9月23日 小潮 曇時々晴 26.6 E 5.8 6.0 1.41
9月24日 小潮 晴時々曇 27.8 E 5.5 6.8 1.26
10月27日 大潮 晴 22.8  S 3.9 1.8 1.05
10月28日 中潮 晴 23.7 NNE 4.0 1.5 1.10
11月16日 小潮 曇時々雨 23.6 NNE 4.2 10.0 1.70
11月17日 小潮 曇時々雨 23.4 NNE 6.7 10.0 1.78
12月16日 小潮 曇時々晴 17.6 NNE 4.6 9.5 0.85
12月17日 小潮 曇時々晴 17.4 NNE 4.4 8.5 0.75
1月6日 中潮 晴一時曇 20.5 N 3.7 4.8 0.82
1月7日 大潮 晴時々曇 19.7 ENE 4.3 6.3 0.94
2月10日 中潮 晴 15.3 NNE 4.7 1.3 1.85
2月11日 中潮 晴 15.6 NNE 4.7 1.0 1.22
3月9日 大潮 晴 15.5 SSE 4.7 1.8 0.84
3月10日 中潮 晴 18.6 S 8.1 3.5 0.93
注） 風向・風速・波高（有義波）は中城湾港出張所所管の日平均値
天候・気温並びに雲量は那覇測候所の日平均値による



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 注）新方式での夏季（8 月）、秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。5 月に新方式での調査は行っていない。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
資料 7(1) 鳥類出現総種類数 

0

10

20

30

40

50

満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時

H.12 H.13 H.14 H.15

年度

種
類
数

0

10

20

30

40

50

満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時

H.12 H.13 H.14 H.15

年度

種
類
数

0

10

20

30

40

50

満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時

H.12 H.13 H.14 H.15

年度

種
類
数

0

10

20

30

40

50

満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時 満潮時 干潮時

H.12 H.13 H.14 H.15

年度

種
類
数

St.5

St.6

St.7

St.8

St.9

計

満潮時 干潮時

H.15

年度

春季（5月） 

満潮時 干潮時

H.15

年度

夏季（8月） 

満潮時 干潮時

H.15

年度

秋季（11月） 

25 31 

36 
34 32 

満潮時 干潮時

H.15

年度

St.5

St.6

St.7

St.8

St.9

St.9-1

計

冬季（1月） 

32 

28 

34 

26 

11 

14 

21 22 
24 24 

新方式 

15 15 
17 16 

21 
23 22 

25 

16 

23 

新方式 

新方式 

新方式 

31 
28 28 

34 
31 

36 
33 
29 
33 
31 

27 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注）新方式での夏季（8 月）、秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。5 月に新方式での調査は行っていない。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
資料 7(2) 鳥類出現総個体数 
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注）新方式での夏季（8 月）、秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。5 月に新方式での調査は行っていない。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
資料 8(1) シギ・チドリ類出現種類数 
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注）新方式での夏季（8 月）、秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。5 月に新方式での調査は行っていない。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
資料 8(2) シギ・チドリ類出現個体数 
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注）新方式での夏季（8 月）、秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。5 月に新方式での調査は行っていない。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
資料 9 ムナグロ出現個体数 
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資料 10 シロチドリの地点別の出現個体数（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 11 ダイシャクシギの地点別の出現個体数 

 注）新方式での秋季（11 月）及び冬季（1 月）データを併記した。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
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資料 12 メダイチドリの地点別の出現個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 13 キアシシギの地点別の出現個体数 

 注）新方式での秋季（11 月）データを併記した。なお、St.9-1 は、新方式のみの調査地点である。 
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資料 14(1)  鳥類調査結果（平成 12年度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14(2)  鳥類調査結果（平成 13 年度） 
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資料 14(2) 鳥類調査結果（平成 13年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 14(3)  鳥類調査結果（平成 14 年度） 
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資料 14(3) 鳥類調査結果（平成 14年度） 
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資料 14(4)  鳥類調査結果（平成 12 年度～平成 14 年度のまとめ） 
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資料 14(5)  鳥類調査結果（平成 15年度：従来方式での定点観察結果 5月～1月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）定点観察実施日時（従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 ゴイサギ 3
2 ササゴイ
3 ダイサギ 1 3 1 1 1 4 1 1 2 3 8 2
4 チュウサギ 1 1 1 1 1
5 コサギ 1 1 1 1 1 2 2 2
6 クロサギ 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1
7 アオサギ 2 1 1 1 1 1
8 クロツラヘラサギ
9 コガモ
10 ミサゴ 1 1
11 サシバ
12 バン 1 1 1
13 オオバン 1
14 コチドリ
15 シロチドリ 2 3 4 2 5 15 11 2 1 6 7
16 メダイチドリ 17 19 1 17 1
17 オオメダイチドリ 1 1
18 ムナグロ 4 1 8 1 2 7 4 15 37 1101 109 156
19 ダイゼン 4 2 1 18 11 6 10
20 タゲリ 1
21 キョウジョシギ 6 8 4 4 6 9 3 10 11 2 12 1 6 2 22
22 トウネン 5 1 1 1
23 ヒバリシギ 2
24 ハマシギ 38 18
25 アカアシシギ 1
26 コアオアシシギ
27 アオアシシギ 1 2 3 1 7 2 16 3
28 タカブシギ
29 キアシシギ 72 2 1 4 10 1 4 23 2 5
30 イソシギ 1 2
31 ソリハシシギ 1
32 オオソリハシシギ 1 1
33 ダイシャクシギ 1 1 4 1 1 9 12 3
34 チュウシャクシギ 2 5 2 3 1 1
35 タシギ
36 セイタカシギ 1 1
37 ソリハシセイタカシギ 1 1
38 オニアジサシ 1 1
39 コアジサシ 1 1 1 3 1 1 50
40 キジバト 2 4 1 1 2 1 2 2 1 1
41 カワセミ 1
42 ツバメ
43 リュウキュウツバメ 5 1
44 ハクセキレイ 2
45 シロガシラ 1 1 3 1 6 1 2 13 1 3 5
46 ヒヨドリ 1 2 2 1 2 1
47 イソヒヨドリ 1 1 1 1 1 1
48 ウグイス
49 セッカ 2 2 1 1 1 1
50 メジロ 2 2 1 5 3
51 スズメ 3 4 6 2 24
52 ドバト

9 6 11 7 7 7 5 5 14 11 7 6 5 13 9 7 13 12 12 7 14 12 9 6
87 13 28 11 14 50 25 48 35 53 12 19 6 53 41 37 64 21 45 82 80 1124 163 164

11月 1月8月1月 5月

St.7

8月 11月 1月

合計5目17科52種 31種256個体 33種1743個体

5月

種数小計
個体数合計

24種276個体

11月№ 種名 5月 8月

St.5 St.6

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
2 1 1 5

1
1 1 1 1 2 3 1 1

1 2 15 10 1 1 1

2 3 5 5
1 1

3 1 5
1

1 1
3 5 1 7 2 7 6 4

2 1
1 2 4 139 21 71 29 1 2 2

2 31 5 4 10
1
5 4 1 1 5 8 345 490

5 6 3 7 3

24 2 4 5 37 10 4 6 5 4 12 4
17 5 1

7 4 1 1
5 9 4

11 3 3 1
1

1 2 2 1 9 3 3
1

4 9 9 1 1
2 1 1 1 1 1 1
1

1 2
1 1 1 1

3 1 2 7
1 11 8 3 5

1

1 2 1 1 1 1
1 1
2

5 1 1 2
2 2 1

3 3 6 3 2 4 44 40 6 3
2 2 2 2 3 2 3 1 2 2
1 2 1 1 2 1 2

1 1 1
1 1 1 1 1

1 1 3 2 3 5 3 3
2 4 4 2 3 1 3

5 1

8 4 5 4 9 10 12 8 16 16 14 13 20 25 19 20
38 13 13 20 222 53 113 62 38 30 37 37 130 102 403 534

St.9St.8

5月 8月 11月 1月8月 1月5月

21種534個体 41種1311個体

11月

（参考）工事前調査結果（種類数） 

（参考）平成 15年度調査結果（従来方式） 

注）平成 12 年度は、春季調査を行っていない。また、工事前データとは、平成 12 年度の夏季～平成 14 年度夏季調査までのデータ（春季 2 ヵ年分、夏季 3 ヵ年分、秋季 2

ヵ年分、冬季 2 ヵ年分）を集計したものである。 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
総種類数 21 25 34 38 22 26 36 38
最大値 21 21 28 36 22 23 31 33
最小値 11 15 25 29 14 15 28 33
変動幅 10 6 3 7 8 8 3 0

　　　　　　　　区分

項目

工事前(H12～H14年度）
満潮時 干潮時

（参考）工事前調査結果（個体数） 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
平均値 149 215 1,435 1,651 141 290 943 1,348
最大値 201 298 1,705 2,143 192 473 960 1,706
最小値 97 83 1,165 1,158 90 163 925 990
変動幅 104 215 540 985 102 310 35 716
標準偏差 52 94 270 493 51 132 18 358
変動係数 0.35 0.44 0.19 0.30 0.36 0.46 0.02 0.27

　　　　　　　　区分

項目

工事前(H12～H14年度）
満潮時 干潮時

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
種類数 24 22 31 32 24 25 36 28
個体数 262 135 452 745 130 169 1,382 845

工事中(H15年度）
満潮時 干潮時

　　　　　　　　区分

項目 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬
種類数 - 16 34 34 - 23 32 26
個体数 - 114 509 560 - 145 728 291

満潮時 干潮時
　　　　　　　　区分

項目

工事中(H15年度）

（参考）平成 15年度調査結果（新方式） 

注）新方式では春季調査は行っていない。また、従来方式の調査月にあわせて、夏季（8 月）、 

秋季（11 月）、冬季（1 月）として整理した。 

月 潮
日 17日 17日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9

天候 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り

時間
6:04～
6:34
5:50～
6:20
7:15～
7:45
7:10～
7:40

7:25～
7:55
13:00～
13:30
12:45～
13:15
14:00～
14:30
14:05～
14:35
13:25～
13:55

日 15日 15日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8

天候 曇り 晴れ 曇り 曇り 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 晴れ

時間
7:35～
8:05
8:20～
8:50
7:15～
7:45
7:50～
8:20
8:20～
8:50
14:10～
14:40
14:55～
15:25
14:40～
15:10
13:35～
14:05
15:15～
15:45

日 22日 22日

地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8

天候 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り  晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り

時間
15:15～
15:45
16:00～
16:30
15:55～
16:25
15:15～
15:45

7:05～
7:35
10:00～
10:30
10:50～
11:20
10:00～
10:30
10:45～
11:15
10:30～
11:00

日 11日 11日
地点 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8 St.5 St.6 St.7 St.9 St.8

天候 曇り 曇り 曇り 晴れ 曇り 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り

時間
10:10～
10:40
9:30～
10:00
9:30～
10:00
10:10～
10:40
9:00～
9:30
14:45～
15:15
15:30～
16:00
14:45～
15:15
15:25～
15:55
14:00～
14:30

8月

11月

21日 21日

1月

12日 12日

干潮

5月

満潮

14日

16日 16日

14日
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資料 14(6)  鳥類調査結果（平成 15年度：新方式での定点観察結果 8 月～3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）定点観察実施日時（新方式） 

 

 

 

 

 

 

 定点観察（満潮） 定点観察（干潮） 
日付 天候 時間 天候 時間 

8 月 12日 晴れ 6:30～7:00 晴れ 13:30～14:00 
9 月 25日 曇り 6:30～7:00 曇り 12:30～13:00 

10月 18 日 晴れ 6:30～7:00 晴れ 12:15～12:45 
11月 19日 晴れ 15:00～15:30 晴れ 8:30～9:00 
12月 18 日 曇り 7:25～7:55 曇り 13:30～14:00 
1 月 10日 晴れ 9:00～9:30 晴れ 14:00～14:30 
2 月 10日 晴れ 9:00～9:30 晴れ 15:00～15:30 
3 月 10日 晴れ 8:45～9:15 晴れ 14:30～15:00 

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 ゴイサギ 1
2 ササゴイ
3 アマサギ 2
4 ダイサギ 1 2 1 4 3 1 5 10 1 3 2 1 1 1
5 チュウサギ 1 5
6 コサギ 1 1 3 7 1 1 2 1
7 クロサギ 1 1 1 1 1 2 1 2 1 1 1 2 1
8 アオサギ 1 1 1 8 1 1 1 2
9 ヘラサギ 1
10 クロツラヘラサギ 3
11 コガモ
12 ヒドリガモ 5 1
13 オナガガモ 3 1
14 ハシビロガモ 2
15 ミサゴ 1 1 1 1 2 3 2
16 サシバ
17 ハヤブサ
18 バン 1 1
19 コチドリ 2
20 シロチドリ 1 12 2 2 7 1 18 21 45 1 44 33 53 1 4 2 7
21 メダイチドリ 5 2 6 1 1 3 5 16 39
22 オオメダイチドリ 2 2 4 3 1
23 ムナグロ 16 1 58 7 24 1 22 2 3 6 1 30 1
24 ダイゼン 1 1 2 6 9 2 2 2 2 1 2 1
25 タゲリ 1 1
26 キョウジョシギ 3 2 18 1 4 2 11 10 1 15 11 6 5 5 4
27 トウネン 1 3 11 13 4 2
28 ヒバリシギ
29 オジロトウネン
30 ハマシギ 4 7 39 2 1 8 2
31 ミユビシギ 3
32 アカアシシギ
33 アオアシシギ 3 1 2 2 2 2 2 5
34 キアシシギ 1 2 4 2 11 2 1 2
35 イソシギ 1 1 1 1 2 1
36 オオソリハシシギ 1 1 1
37 ダイシャクシギ 3 1 2 3 8 11 1 1
38 ホウロクシギ 1
39 チュウシャクシギ 4 14
40 タシギ
41 セイタカシギ
42 ズグロカモメ 1
43 コアジサシ 1 3
44 キジバト 1 1 2 2 1 2 1
45 カワセミ
46 ツバメ 4 10 1
47 リュウキュウツバメ 1 1 2 1
48 キセキレイ 2 1
49 ハクセキレイ 1 1 1 1 2 1
50 マミジロタヒバリ 4
51 シロガシラ 3 2 2 3 8 2 3
52 ヒヨドリ 1 1 1 1
53 イソヒヨドリ 2 1 1 1 1 1 2 1
54 アカハラ 3
55 ウグイス 1 1

56 セッカ 1 1 1 2 1
57 メジロ 1 1 2 2 2 1 1
58 スズメ 5 1 1
59 ギンムクドリ
60 ハシブトガラス
61 ドバト
種数 3 6 7 5 9 7 5 8 3 8 10 3 4 1 3 2 7 9 11 15 16 7 5 9 13 17 21 7 7 4 12 6
個体数 5 10 41 24 18 73 9 26 5 78 19 20 27 1 7 5 13 47 23 110 66 68 9 88 18 164 39 24 10 5 19 18

種　名 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月

St.5 St.6

32種368個体 44種721個体

２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月№

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1

2 4 3 1 3 1 2 3 1 2 3 1 4 2
2 1

1 2 2
2 1 2 1 1 2 1 1

1 1

1
1

1
1

2 1 2 11 19 2 3 5 16 1 4 3 2 5 22 36 210 33 107 41 21
1 1 8 1 1 1 5 4 41 5 2 18

1 1 1
8 15 7 37 24 405 467 129 25 94 3 76 11 1 1 4 5 2 20

1 1 14 1 2 4 4 8

2 4 6 2 14 30 5 7 21 61 3 14 4 1 3 5 6 20 13 1 4 10
1 4 4 22 9 25 22 26

5

6 11 5 1
2

1 12
1 2 12 3 2 1 1

1 5 5 4 4
1 2 1 3 2 1 1 1

1 3 13 8 1 1 8 7 13 16 1

9 4 5 2 1

1

1
1 1 2 1
1

2 3 1 1

5 2 2 1
2
1

1
2 2 3 1

5
4

5 4 5 7 21 7 7 7 5 5 6 3 6 1 10 5 3 8 6 7 10 3 7 6 6 9 4 4 4 3 7 4
8 23 13 31 70 46 74 477 24 484 163 27 175 1 28 95 7 12 16 26 43 4 53 12 300 68 152 66 26 18 82 24

St.7 St.8

31種1739個体 25種909個体

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 1月 ２月 ３月

満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干 満 干
1 1 3 1
1 1 1 1
13

5 1 6 2 6 2 1 1 1 1 1 3 1 1 1
1 1

18 8 6 8 4 2 2 3 1 1 2 1 2 1 2 2 2 1 1
1 1 1 1 1 3 2

1 5 1 1 5 1 2 3 2 1 1
1

1 1 2
4 6 4 4 6 4 5 5 4 1

1 1 1

6 3 4 3 4 8 8 8 7 7 8 5 4
3 1 2 5 3 1 2 2 2
1 1 1 1 34

1 1
5 1

39 174 2 129 106 285 263 150 2 16 1 1 3 12 305
1 3 5

4 17 11 27 33 6 3 18 1 4 4 21
1 2 2 14
15 13 3 3 1 3

4
3 2 1 1 3

2 5 1 11 13 4 12 3 4 1 7 6
1 3 2 1 2 2
1 1
1 1 1 3 1 2 1 2

1

1 1 1 1 1 2 1 1
2 2 5 5 5 4 9 5 2
9 14 11 13 1 2 1 13 2

2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 1 4
1 1 1 1

1
2 2 2 2 2 2

1 1
1 1 1

22 20 22 20 20 1 43 35 44 40 7 5 2 3 6 3 1
3 4 2 2 2 1 4 4 2 1 2 2 1 1 2 1
1 1 1 1 1 1 3 1

1
4 3 2 2 2 3 2 2 4 2 2 1 2
6 4 1 5

1
5

3
9 11 12 10 14 14 25 25 16 18 14 17 14 15 17 11 6 3 4 4 8 4 8 2 3 4 1 2 3 0 3 5
62 48 56 41 56 59 300 121 95 99 183 152 351 332 205 28 19 5 22 19 20 5 64 4 18 6 4 2 4 0 4 330

44種2188個体 23種526個体

St.9 St.9-1

９月 １０月 １１月 １２月２月 ３月 ８月 ９月１０月 １１月 ２月 ３月1月１２月 1月８月
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資料 15 新方式での鳥類の出現総種類数及び個体数の経月変化（全地点） 

注）1.↑は、従来方式の秋季及び冬季の調査月に対応する時期を示し、過年度の結果と比較
した際に用いたデータである。 

  2.仮設橋梁工事期間は 2月 5日～3月 25日であり、鳥類調査を実施した 2月 10日及び
3月 10日は H鋼打設等の作業中である。 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 16 新方式での鳥類の地点別出現種類数の経月変化 
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資料 17 新方式での鳥類の地点別出現個体数の経月変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 18 新方式でムナグロの地点別出現個体数の経月変化
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○ 鳥類の行動調査結果（従来方式） 

上げ潮に伴う鳥類の主な行動パターンは、潮が満ちてくるに伴い残された St.7 及び St.6

地先の干潟に鳥類が集結し始め、St.6地先の干潟が先に消失するに伴い、シギ・チドリ類の

飛翔移動が開始され、その後、St.7地先の干潟に残されたシギ・チドリ類も、ねぐらまたは

休息地への飛翔移動が開始された。St.6に続いて St.7地先の干潟も消失し、干潟にいた鳥類

はねぐらまたは休息地への移動を終了するという一連の動きが確認された。 

 主なねぐら、または満潮時における休息地は、通信基地内、及び、比屋根湿地、St.7付近

の岩礁、奥武岬付近の岩礁、海上に建設中の防波堤の計 5箇所が本調査にて確認された。 

 休息地またはねぐら入りしたものとして最も個体数が多く確認された地点は、5 月では海

上に建設中の防波堤で 109個体、続いて St.7付近の岩礁で 57個体、防波堤方面（海上で消

失）が 25個体、通信基地が 18個体、奥武岬付近の岩礁が 8個体、比屋根湿地が 5個体の順

であった。8 月では、通信基地施設が 123 個体、比屋根湿地が 15 個体、通信施設先（通信

施設先の小島付近）が 8個体、奥武岬が 1個体の順であった。5 月には防波堤が最も多く利

用されていたが、8 月での利用の確認はなく、逆に通信施設への飛翔移動が多く確認される

結果となっていた。 

 

（参考）調査時の干満潮時間及び潮位（従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付 最大干潮時間 潮位(cm) 最大満潮時間 潮位(cm) 

5月 16日 12:48 －2 19:19 208 

8月 14日 14:13 30 20:36 203 

11月 22日 11:09 54 17:08 206 

1月 12日 3:24 14 9:54 171 

注）泡瀬地区の推算潮位    
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資料 19(1) 行動調査結果概要（5 月：従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 19(2) 行動調査結果概要（8月：従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 主な行動内容

1 15:30 ～ 16:30 75 ～ 125

St.6、St.7地先の干潟上に分散して主に採餌活動を行っている。
前半に比屋根湿地へのキアシシギやキョウジョシギの飛翔が、また
後半にSt,6付近の干潟より通信基地へのキアシシギとメダイチドリ
の少数の群れの飛翔がみられた。

2 16:30 ～ 17:00 125 ～ 149

St.7付近の群れは潮が満ちるに従い範囲は狭くなりはじめる。St.6
付近の干潟はかなり狭くなりキョウジョシギ、キアシシギの飛翔が始
まる、通信基地、海上の防波堤、対岸の奥武岬への移動が確認さ
れた。

3 17:00 ～ 17:30 149 ～ 170

St.6付近の干潟に残留している個体は少なくなり通信基地へキア
シシギが、海上の防波堤へキョウジョシギの飛翔が確認された。
St.7付近の干潟は狭くなり、海上の防波堤へのメダイチドリの100羽
以上の飛翔が確認された。

4 17:30 ～ 17:40 170 ～ 175

St.6付近の飛翔移動はなくなる。St.7付近の干潟はかなり狭くなり、
キョウジョシギの海上方向への飛翔や海上の防波堤へのチュウ
シャクシギの飛翔が確認された。また、St.7付近の岩礁で休息する
キアシシギの51羽の群れが確認された。

時間 潮位（cm）

№ 主な行動内容

1 15:30 ～ 17:00 47 ～ 99
St.6、St.7地先の干潟上に分散して主に採餌活動を行っている。
後半になってムナグロやキョウジョシギの少数が干潟内の短距離
飛翔を始める。

2 17:00 ～ 17:30 99 ～ 121

St.6付近の群れは潮が満ちるに従い範囲が狭くなりはじめる。メダ
イチドリ、キアシシギの通信基地への飛翔が始まる。また、St.7から
はキアシシギの通信基地や海上方向への飛翔、ムナグロの比屋根
湿地への飛翔が確認された。

3 17:30 ～ 18:00 121 ～ 142

St.6付近の干潟はかなり少なくなり、頻繁にキョウジョシギ、メダイチ
ドリ、シロチドリの通信基地への飛翔が始まる。St.7付近では、海上
を通信基地方向へ向かうシギ・チドリ類30以上と、比屋根湿地、奥
武岬に向かうムナグロが少数確認された。

4 18:00 ～ 18:30 142 ～ 161

St.6付近の干潟はほとんど消滅する。St.6では海上方向から通信
基地に向かう、シロチドリ、メダイチドリ、キアシシギの飛翔が確認さ
れる。St.7付近の干潟はかなり狭くなりキアシシギやシロチドリの海
上方向への飛翔が少数確認された。

5 18:30 ～ 18:49 161 ～ 170

St.6付近の飛翔移動はなくなる。通信基地方向から海上方向へ飛
翔するキアシシギが確認されたほか、St.7付近の干潟から比屋根
湿地へムナグロとキョウジョシギが、海上方向へ飛翔するキョウジョ
シギが少数確認された。

時間 潮位（cm）
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資料 19(3) 行動調査結果概要（11月：従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 19(4) 行動調査結果概要（1月：従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 主な行動内容

1 12:30 ～ 13:29 72 ～ 105

St.7地先の干潟上でムナグロの約1200羽の大群が採餌しているの
が確認された。また、ハマシギ2羽が通信基地内に移動するのが確
認された。そのほか、特に飛翔移動は確認されず、メダイチドリや
シロチドリ、キョウジョシギなどが干潟上の広い範囲に分散して採餌
するのが確認された。

2 13:30 ～ 13:59 105 ～ 125

干潟が徐々に狭くなり、St.6付近では、東方からシロチドリやメダイ
チドリが数例飛来するのが確認された。また、シロチドリ4羽が比屋
根湿地へ飛翔移動するのが確認された。そのほか、St.7地先に滞
留していたムナグロの群れから30羽が飛び立つのが確認された。

3 14:00 ～ 14:29 125 ～ 144

St.7地先に滞留していたムナグロの大群が飛翔移動を始め、約半
数が調査地北へ飛翔、290羽はまた元の場所に引き返し、20羽は
人工島へ飛翔移動する。そのほか、メダイチドリ40羽が西防波堤
へ、アオアシシギ1羽、ダイサギ1羽が比屋根湿地へ、メダイチドリ1
羽が通信基地へ飛翔移動するのが確認された。

4 14:30 ～ 14:59 144 ～ 163

干潟の範囲がさらに狭くなり、St.7地先の干潟上に残っていたムナ
グロが飛び立ち西防波堤、人工島へ飛翔移動する。また、調査地
外北方へ飛翔する群れが確認された。そのほか、St.7地先の干潟
や岩礁にコサギやダイゼンが飛来し、St.6地先ではシロチドリ、メダ
イチドリ、キョウジョシギが残された干潟上に集結するのが確認され
た。

5 15:00 ～ 15:29 163 ～ 180

St.7、St.6地先の干潟から、ムナグロが防波堤へ飛翔移動したほ
か、調査地外北方へ飛翔する群れも確認された。そのほか、St.7
地先の干潟や岩礁にトウネン、シロチドリなどが集結し、St.6地先で
はダイサギ2羽、ムナグロ2羽が通信施設へ飛翔移動するのが確認
された。

6 15:30 ～ 16:00 180 ～ 193
干潟はほとんど消失し、コサギ、アオアシシギが通信施設へ、ダイ
シャクシギ5羽がSt.5地先の岩礁へと移動するのが確認された。

時間 潮位（cm）

№ 主な行動内容

1 7:00 ～ 7:29 106 ～ 124

St.7地先の干潟上でムナグロの約500羽とキョウジョシギ、メダイチド
リ、シロチドリの群れが確認された。St.6付近ではやや狭くなってき
た干潟上にハマシギやメダイチドリ、キョウジョシギが集結し始め
た。また、ダイシャクシギがSt.6地先の干潟からSt.7地先の干潟へ
移動したほか、ダイサギやコサギが海上から通信施設内に飛翔し
て入るのが確認された。

2 7:30 ～ 8:00 124 ～ 141

St.7地先の干潟上にいたムナグロがハヤブサの飛来により一斉に
飛翔を始め、海上を大きく旋回したのち再びもどる約300羽の群れ
や比屋根湿地内へ移動する約80羽の群れ、また、プール施設付
近の干潟に着地する約１00羽の群れが確認された。St.6付近では
残された干潟上に集結していたハマシギやシロチドリなどが通信施
設先の小島付近まで飛翔するのが確認された。そのほか、ヘラサ
ギやアオアシシギが通信施設内へ飛翔して入るのが確認された。

3 8:00 ～ 8:30 141 ～ 154

St.7地先の干潟は狭くなったが、ムナグロ約350羽、キョウジョシギ
40羽、シロチドリ15羽の群れがまだ滞留しており、特に飛翔移動は
見られなかった。St.6地先の干潟はほとんど消失し、コサギやダイ
サギの通信施設内への飛翔移動が見られたほか、メダイチドリが通
信施設先の小島付近まで飛翔するのが確認された。

4 8:30 ～ 9:00 154 ～ 163

St.7地先の干潟の範囲がさらに狭くなり、St.7地先の干潟上に残っ
ていたムナグロが断続的に比屋根湿地へ飛翔移動する。また、海
上沖合方向から比屋根湿地に飛翔移動する約40羽の群れも確認
された。そのほか、プール施設への飛翔移動も見られた。St.6地先
ではダイサギが海上から通信施設内へ飛翔移動するのが確認さ
れた。

5 9:00 ～ 9:29 164 ～ 170

St.7地先の干潟はほとんど消失し、残っていたムナグロ約30羽が
比屋根湿地へ飛翔移動したほか、ダイシャクシギが断続的に海上
からSt.7地先の岩礁に飛来してとまるのが確認された。St.6付近で
はダイゼン15羽が通信施設先の小島付近まで飛翔するのが確認
された。

時間 潮位（cm）
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資料 20(1) 休息地またはねぐら入別確認状況（5 月：従来方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）確認状況：降下消失は、上空より降下して手前の柵や樹木にて見えなくなったもの、また、 
海上消失は、海上を飛翔し背景の海面や空に紛れ見えなくなったものをさす。 

 

休息地もしくは
ねぐら場所

通
信
基
地

比
屋
根
湿
地

人
工
島

人
工
島
方
面

S
t
.
7
岩
礁

奥
武
岬
岩
礁

15:30～15:59 キョウジョシギ 1 1

キアシシギ 3 3

16:00～16:29 メダイチドリ 3 3

キアシシギ 7 7

16:30～16:39 キョウジョシギ 4 4 4

16:40～16:49 キョウジョシギ 1 1

キアシシギ 2 8 10

16:50～16:59 キアシシギ 2 2 2

17:10～17:19 メダイチドリ 105 105

オオメダイチドリ 1 1

キョウジョシギ 8 8

キアシシギ 1 6 7

17:20～17:29 キョウジョシギ 7 7 7

17:30～17:39 キョウジョシギ 6 6

アオアシシギ 1 1

キアシシギ 52 51

チュウシャクシギ 1 1

17:40～17:49 キョウジョシギ 4 4 4

18 5 109 25 58 8 222 222個体数合計

4

10

11

121

59

時
間
帯
別
合
計

時間
降
下
消
失

降
下
消
失

着
地
海
上
消
失

着
地
着
地

合
計

最終確認状況

種名
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資料 20(2) 休息地またはねぐら入別確認状況（8月：従来方式） 

注）確認状況：降下消失は、上空より降下して手前の柵や樹木にて見えなくなったもの、また、海上消失

は、海上を飛翔し背景の海面や空に紛れ見えなくなったもの、障害物にて消失は、海上を飛翔し、手

前の防波堤にてみえなくなったものをさす。 

休息地もしくは
ねぐら場所

奥
武
岬

17:10～17:19 キアシシギ 12 12 12

17:20～17:29 メダイチドリ 1 1

ムナグロ 10 10

キョウジョシギ 1 1

キアシシギ 10 10

17:30～17:39 コサギ 1 1

シロチドリ 16 16

ムナグロ 1 1

トウネン 9 9

キアシシギ 4 4

17:40～17:49 シロチドリ 7 7

メダイチドリ 8 1 9

キョウジョシギ 4 4

キアシシギ 23 23

17:50～17:59 シロチドリ 2 2

メダイチドリ 4 4

ムナグロ 2 1 3

キョウジョシギ 1 1

18:00～18:09 キアシシギ 6 6 6

18:10～18:19 メダイチドリ 4 4

キアシシギ 15 15

18:20～18:29 シロチドリ 2 2 2

18:40～18:49 ムナグロ 1 1

キアシシギ 1 1

11 112 3 5 1 14
1 147 147

降
下
消
失

合
計
時
間
帯
別
合
計

通
信
基
地
先

比
屋
根
湿
地

個体数合計

時間
着
地
降
下
消
失

通
信
基
地

123

個体数小計

8 15

障
害
物
に
て
消
失

降
下
消
失

着
地
降
下
消
失

19

2

22

31

43

10

最終確認状況

種名



資-26 

資料 20(3) 休息地またはねぐら入別確認状況（11月：従来方式） 

注）確認状況：降下消失は、上空より降下して手前の柵や樹木にて見えなくなったものをさす。 

休息地もしくは
ねぐら場所

比
屋
根
湿
地

通
信
基
地

岩
礁
S
t
.
5
地
先

12:30～13:29 ハマシギ 2 2 2

13:30～13:59 シロチドリ 4 4 4

14:00～14:29 ダイサギ 1 1

メダイチドリ 40 1 41

ムナグロ 20 20

アオアシシギ 1 1

14:30～14:59 ムナグロ 40 160 200 200

15:00～15:29 ムナグロ 5 16 40 61 61

15:30～16:00 コサギ 1 1

アオアシシギ 2 2

ダイシャクシギ 5 5

40 40 196 40

8

5116

合
計
時
間
帯
別
合
計

着
地
降
下
消
失

着
地

人
工
島

西
防
波
堤

63

時間
着
地
降
下
消
失

降
下
消
失

降
下
消
失

個体数小計
338

個体数合計 23685

最終確認状況

種名
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資料 20(4) 休息地またはねぐら入別確認状況（1月：従来方式） 

注）確認状況：降下消失は、上空より降下して手前の柵や樹木にて見えなくなったものをさす。 

 

 

 

 

 

 

 

休息地もしくは
ねぐら場所

通
信
基
地

比
屋
根
湿
地

S
t
.
7
地
先
の
岩
礁

プ
ー

ル
施
設

ダイサギ 2 2

コサギ 1 1

7:40～7:49 ムナグロ 30 30

アオサギ 2 2

7:50～7:59 ムナグロ 80 80 80

8:00～8:09 コサギ 1 1

アオサギ 1 1

8:10～8:19 ダイサギ 1 1

コサギ 1 1

8:30～8:39 ムナグロ 110 110 110

8:40～8:49 ムナグロ 141 141 141

8:50～8:59 ムナグロ 21 21

シロチドリ 15 15

ムナグロ 40 40

9:00～9:09 クロサギ 1 1 1

9:10～9:19 ムナグロ 30 30

ダイシャクシギ 4 4

9:20～9:29 ダイシャクシギ 4 4 4

290 165 9 21 485 485

降
下
消
失

合
計
時
間
帯
別
合
計

時間

32

37:00～7:29

降
下
消
失

降
下
消
失

着
地

76

34

個体数合計

2

2

最終確認状況

種名
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○ 鳥類の行動調査結果（新方式） 

 行動調査を行った 3季を通じて、上げ潮に伴う鳥類の基本的な行動パターン次のとおりで

あった。潮が満ちるに伴い残された St.7 及び St.6 地先の干潟にシギ・チドリ類が集結し始

める。St.6地先の干潟がまず先に消失し、これに伴いシギ・チドリ類の飛翔移動が開始され

る。その後、St.7地先の干潟に残されたシギ・チドリ類も、ねぐらまたは休息地への飛翔移

動が開始され、St.7地先の干潟も消失した後は、干潟にいた鳥類のほとんどはねぐらまたは

休息地への移動を終了する。 

 主なねぐら、または満潮時における休息地は、通信基地内、及び比屋根湿地、海上にある

人工島、海上西方沖にある防波堤、運動公園内のプール施設の合計 5箇所が本調査にて確認

された。 

 

（参考）調査時の干満潮時間及び潮位（新方式） 

日付 最大干潮時間 潮位(cm) 最大満潮時間 潮位(cm) 

8月 13日 13:39 21 20:06 205 

11月 20日 9:33 56 15:55 185 

1月 9日 13:41 83 19:27 189 

注）泡瀬地区の推算潮位    
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資料 21(1) 行動調査結果概要（8 月：新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 22(1) 休息地またはねぐら入別確認状況(8 月：新方式) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休息地もしくは
ねぐら場所

人
工
島

通
信
基
地

    　最終確認状況

種名

着
地
降
下
消
失

降
下
消
失

障
害
物
に
て
消
失

着
地
降
下
消
失

障
害
物
に
て
消
失

15:00～15:29 ムナグロ 7 7 7

シロチドリ 6 6

キアシシギ 3 3

シロチドリ 21 8 2 31

メダイチドリ 2 3 5

ムナグロ 5 5

キアシシギ 6 9 3 18

シロチドリ 25 25

メダイチドリ 5 5

ムナグロ 6 6

キアシシギ 16 16

シロチドリ 10 5 15

メダイチドリ 5 5

ムナグロ 2 2

キアシシギ 11 3 3 17

シロチドリ 10 35 45

メダイチドリ 4 15 19

キアシシギ 23 23

シロチドリ 4 4

キアシシギ 13 13

11 2 3 3 3
270

合
計
時
間
帯
合
計

9

59

52

39

87

17

個体数小計

個体数合計

18:30～

913
35 213

比
屋
根
湿
地

17:00～17:29

17:30～17:59

18:00～18:29

通
信
施
設
先

時間

16:00～16:29

16:30～16:59

№ 主な行動内容

1 14:00 ～ 16:30 22 ～ 96
St.6とSt.5付近で多くみられるほか、St.8に分散して見られる。後半
になって飛翔が数例見られるようになる。

2 16:30 ～ 17:00 96 ～ 119
通信基地への飛翔がSt.6からSt.5にかけての広い範囲で確認され
る、そのほかSt.7付近から海上沖方向への飛翔が数例確認され
る。

3 17:00 ～ 17:30 119 ～ 141

St.7付近から比屋根湿地への飛翔が数例確認されるほか、通信基
地への飛翔はSt.5付近では少なくなり、St.6付近からの飛翔が頻
繁になる。また、St.8付近からSt.9-1、St.7方向への飛翔が多く確
認される。

4 17:30 ～ 18:00 141 ～ 161
St.7,St.9-1付近から比屋根湿地、人工島の飛翔が数例確認される
ほか、通信基地への飛翔はSt.6付近では少なくなる、また、St.8付
近からSt.9-1、St.7方向への飛翔が２例確認される。

5 18:00 ～ 19:15 161 ～ 198
全体的に飛翔は少なくなる。St.7から通信基地および比屋根湿地
への飛翔や、通信基地から人工島への飛翔も確認された。

時間 潮位（cm）
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資料 21(2) 行動調査結果概要（11月：新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 主な行動内容

1 9:50 ～ 11:59 56 ～ 98

St.7地先の干潟上に分布していたムナグロの約1500羽の大群が、
ハヤブサの飛来により飛び立ち、調査地内を迷走したのち大部分
が調査地東方海上へ、一部が西防波堤や比屋根湿地に着地す
る。そのほか、メダイチドリやシロチドリは、干潟上の広い範囲に分
散して採餌するのが多く確認された。ダイシャクシギはSt.5付近の
干潟上で採餌しているのが確認された。

2 12:00 ～ 12:29 98 ～ 113
ムナグロ70羽、シロチドリ12羽が防波堤へ、ムナグロ23羽、11羽、
シロチドリ10羽が西防波堤に飛翔移動する。

3 12:30 ～ 12:59 113 ～ 129
ムナグロの23羽と１羽が比屋根湿地内に、また、ムナグロ7羽が西
防波堤に飛翔移動する。

4 13:00 ～ 13:29 129 ～ 144
干潟の範囲が狭くなり、St.7地先の干潟上に分布していたムナグロ
が比屋根湿地へ飛翔移動を始める。また、ムナグロ69羽のプール
施設内への飛翔移動が確認された。

5 13:30 ～ 13:59 144 ～ 158
飛翔移動は少なく、ムナグロ1羽が比屋根湿地へ飛翔移動したほ
か、奥武岬方面からSt.７地先へのムナグロ14羽の飛翔移動が確認
されたのみである。

6 14:00 ～ 14:59 158 ～ 179
干潟はほとんどなくなり、ムナグロの27羽がプール施設へ飛翔移
動したほか、シロチドリ40羽が防波堤への飛翔移動が確認された。

7 15:00 ～ 15:59 179 ～ 185

ムナグロ256羽、60羽、70羽の群れが調査地外の北西方向へ飛翔
したほか、シロチドリ20羽、50羽、40羽の群れが奥武岬から西へ飛
翔するのが確認された。そのほか、プール施設へのムナグロの飛
翔移動やダイシャクシギのSt.5地先の岩礁への移動が確認され
た。

8 16:00 ～ 18:00 185 ～ 154

ムナグロ40羽の群れがプール施設へ飛翔移動したほか、ムナグロ
12羽が調査地外の北西方向への飛翔移動が確認された。そのほ
か、シロチドリ、メダイチドリ、ムナグロなどの小群がSt.7地先の岩礁
へ集まるのが確認された。

時間 潮位（cm）
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資料 22(2) 休息地またはねぐら入別確認状況（11月：新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休息地もしくは
ねぐら場所

西
防
波
堤

通
信
基
地

岩
礁
S
t
.
5
地
先

    　最終確認状況

種名

着
地
着
地
降
下
消
失

降
下
消
失

着
地
降
下
消
失

着
地
降
下
消
失

着
地

9:50～11:59 ムナグロ 537 40 1 578 578

ムナグロ 43 70 113

シロチドリ 10 12 22

12:30～12:59 ムナグロ 7 24 31 31

13:00～13:29 ムナグロ 210 37 69 316 316

13:30～13:59 ムナグロ 1 1 1

ムナグロ 27 27

シロチドリ 40 40

ムナグロ 12 65 77

シロチドリ 1 1

ダイシャクシギ 3 3

ムナグロ 3 40 43

シロチドリ 1 1

597 279 37 2 110 12 52 161 3
597 2 3

合
計
時
間
帯
合
計

時間帯

比
屋
根
湿
地

人
工
島

プ
ー

ル
施
設

135

67

81

44

個体数小計
1253

個体数合計 316 122 213

16:00～18:00

12:00～12:29

14:00～14:59

15:00～15:59
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資料 21(3) 行動調査結果概要（1月：新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 22(3) 休息地またはねぐら入別確認状況（1月：新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休息地もしくは
ねぐら場所

西
防
波
堤

比
屋
根
湿
地

プ
ー

ル
施
設

砂
州
S
t
.
8
地
先
の
砂
浜

海
上
の
岩
礁

    　最終確認状況

種名

着
地
着
地
着
地
着
地
着
地
着
地

16:00～16:09 シロチドリ 9 9 9

シロチドリ 11 11

ムナグロ 190 190

16:20～16:29 シロチドリ 12 12 12

16:30～16:39 シロチドリ 8 8 8

17:10～17:19 ダイシャクシギ 11 11 11

シロチドリ 14 14

メダイチドリ 1 1

ムナグロ 6 6

ダイシャクシギ 1 1

11 190 6 23 21 12

15

201

263個体数合計

17:20～17:29

17:40～17:49 7

時間帯

合
計
時
間
帯
合
計

16:10～16:19

№ 主な行動内容

1 13:30 ～ 15:29 83 ～ 107

干潟上の広い範囲でシロチドリやダイシャクシギが確認された。ま
た、比屋根湿地内やプール施設内ではムナグロの群れが確認さ
れた。ダイシャクシギの干潟上での飛翔移動が見られるもののその
ほかは飛翔移動は確認されず、落ち着いた状態である。

2 15:30 ～ 16:14 107 ～ 127
シロチドリ11羽が防波堤へ飛翔移動する。そのほか、St.8付近の砂
浜にシロチドリが海上方向から飛来する。

3 16:15 ～ 16:44 127 ～ 141
ムナグロの290羽が飛び立ち、このうち190羽が比屋根湿地に着地
する。また、St.8付近の砂浜にシロチドリ12羽が海上方向より飛来
する。

4 16:45 ～ 17:14 141 ～ 155
干潟が狭くなり、St.6付近の残った干潟にシギ・チドリ類が集まり始
める。また、ダイシャクシギも残された海上の岩礁に集まり始める。

5 17:15 ～ 17:44 155 ～ 168
飛翔移動は少なく、シロチドリ14羽が砂州へ飛翔移動したほか、
プール施設内へシロチドリ6羽が飛翔移動するのを確認した。その
ほか、ダイシャクシギ12羽が海上の岩礁に集結する。

6 17:45 ～ 17:59 168 ～ 173
ほとんど動きがなくなり、St.6付近から海上方向へシロチドリ3羽の
飛翔が見られたのみである。

時間 潮位（cm）
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○ 鳥類調査の従来方式調査と新方式調査との比較 

 8月、11月、1月調査時には従来方式と新方式の両方の調査を実施した。ここでは、両

調査結果をもとに調査方式の比較検討を行った。 

 

(a) 観察方法の違い 

a) 従来方式 

 これまで、泡瀬地区環境監視調査で実施されてきた方法である。 

≪生息状況調査≫ 

 生息状況調査は調査対象区域内に設定した 5定点において、満潮時と干潮時に

ポイントセンサス法により、観察しうる鳥類についてカウンターを用いて種別個

体数を計数し、鳥相やその分布を観察する方法であり、2名 2日間で潮時に合わ

せ実施してきた。 

≪行動調査≫ 

 行動調査は調査対象区域内に設定した 2定点において、干潮時から満潮時に向

かう時間帯で干潟の変化に伴う飛来行動等を観察する方法、2名で 1日の干潮時

から満潮時まで実施してきた。 

 

b) 新方式 

 本調査は観察エリアの死角をなくすこと、複数観察者や観察時間のズレ等によ

る重複計数の防止について検討された方法である。 

 観察エリアの死角をなくすために、対象地域全ての状況が把握できるよう、干

潟域に突出した場所（奥武岬）に、新たに定点を設けた。 

 従来の方式では、2名の観察者が各定点間を潮時に合わせ移動することにより、

全定点を移動し観察したが、新方式では各調査点（6 点）に 1 名を固定配置し、

各観察者の担当エリア内のみを観察した。 

≪生息状況調査≫ 

 生息状況調査は鳥類が岩場の陰等で休憩したりするため、観察者は担当エリア

内を海岸線に沿って移動し、見落としを防止した。なお、観察者は携帯ＧＰＳを

携行し、観察位置情報、時間情報の記録から、鳥類の位置精度の向上と隣接エリ

アとの重複計数の修正を行った。 



資－34 

≪行動調査≫ 

 行動調査は各調査点周辺において、潮位に応じて移動しながら観察を行った。

鳥類の飛翔方向については観察者間でトランシーバを用いて連絡をとりあい、リ

レー方式で追跡を続けた。全ての鳥類に対して、観察することは不可能なため、

過去の鳥類調査結果及び有識者（山城委員）のアドバイスにより、5 種（シロチ

ドリ、メダイチドリ、ムナグロ、キアシシギ、ダイシャクシギ）を対象とし、そ

の行動を観察した。 

 

(b) 調査行程比較 

 従来方式及び、新方式の調査行程を資料 14(7)に示す。 

 

資料 14(7) 鳥類調査行程（従来方式＋新方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 調査項目 天候
15日 現地踏査・予行調査 くもり時々雨 13:30 ～ 17:00

16日 生息状況調査・行動調査 くもり 5:50 ～ 17:40

17日 生息状況調査 くもりのち雨 7:25 ～ 17:30
18日 生息状況調査 くもり時々雨 8:25 ～ 13:00
11日 生息状況調査 晴れのち曇り 14:30 ～ 18:00
12日 生息状況調査 晴れのち曇り 6:30 ～ 17:40
13日 行動調査 晴れのち曇り 10:00 ～ 19:10
14日 生息状況調査 晴れ 8:30 ～ 12:00
14日 生息状況調査 晴れ 7:15 ～ 19:00
15日 生息状況調査・行動調査 晴れ 8:20 ～ 16:00
24日 生息状況調査 晴れ 13:50 ～ 17:15
25日 生息状況調査 曇り 6:30 ～ 16:00
17日 生息状況調査 晴れ 14:00 ～ 17:00
18日 生息状況調査 晴れ 6:45 ～ 12:45
18日 生息状況調査 曇り 13:00 ～ 17:00
19日 生息状況調査 晴れ 8:30 ～ 16:15
20日 行動調査 晴れ 9:50 ～ 18:00
21日 生息状況調査 晴れ 10:00 ～ 17:00
22日 生息状況調査・行動調査 曇り 7:00 ～ 17:00
17日 生息状況調査 晴れ 14:00 ～ 17:30
18日 生息状況調査 晴れ 7:00 ～ 15:00
8日 生息状況調査 晴れ 14:00 ～ 18:00
9日 生息状況調査・行動調査 晴れ 9:00 ～ 18:00
10日 生息状況調査 晴れ 10:00 ～ 17:00
11日 生息状況調査 曇り 8:30 ～ 12:00
11日 生息状況調査 曇り 9:00 ～ 18:30
12日 生息状況調査・行動調査 曇りのち晴れ 7:00 ～ 16:00
9日 生息状況調査 曇り時々雨 14:00 ～ 17:00
10日 生息状況調査 晴れ 9:00 ～ 17:00
9日 生息状況調査 晴れ 13:00 ～ 17:00
10日 生息状況調査 晴れ 8:30 ～ 15:00

1月新方式

2月

3月

8月新方式

9月

10月

11月新方式

12月

１月従来方式

調査時間

5月

8月従来方式

11月従来方式
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(c) 総確認種比較 

 総確認種の従来・新方式比較一覧を資料 14(8)、資料 14(9)に示す。 

 本調査では、新方式の調査で、計 11目 27科 103種（ハイタカ属 sp．を除く）

を、従来方式の調査で計 9 目 22 科 66 種を確認した。本調査の合計で計 11 目 27

科 105種を確認した。 

 このうち、従来方式でのみ確認された種としては、コグンカンドリ、オニアジ

サシの 2 種があげられる。また、新方式でのみ確認された種としては、カイツブ

リ、コゲラのほか、サンカノゴイ等のコウノトリ目が 4種、マガモ等のカモ目が 3

種、ハイタカ等のタカ目が 4種、イカルチドリ等のチドリ目が 12種、コシアカツ

バメ等のスズメ目が 13種の計 38種があげられる。 

 新方式で確認種数が多くなった理由としては、新方式での調査員の人数と日数

が従来方式の人数と日数を上回っていたため、のべ観察時間が多くなったことが

考えられる。また、新方式では 6人が GPSを所持し干潟内に均等に分散して効率

よく調査を行っているため、従来調査法より効率的に干潟内を踏査することがで

きたことなどが考えられる。 
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資料 14(8) 鳥類確認種の従来・新方式比較一覧(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 ５月 ８月 11月 １月 合計

1 カイツブリ カイツブリ カイツブリ ● ● ●

2 ペリカン グンカンドリ オオグンカンドリ ● ●

3 コグンカンドリ ● ●

4 コウノトリ サギ サンカノゴイ ● ●

5 リュウキュウヨシゴイ ● ●

6 ゴイサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

7 ササゴイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 アマサギ ● ● ● ● ● ●

9 ダイサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 チュウサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

11 コサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 クロサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13 アオサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 ムラサキサギ ● ●

15 トキ ヘラサギ ● ● ● ●

16 クロツラヘラサギ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

17 カモ カモ マガモ ● ●

18 カルガモ ● ●

19 コガモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

20 オカヨシガモ ● ● ● ● ●

21 ヒドリガモ ● ● ● ● ● ●

22 オナガガモ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

23 ハシビロガモ ● ● ●

24 タカ タカ ミサゴ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

25 ハイタカ ● ●

－ ハイタカ属sp.(ハイタカorオオタカ) ● ●

26 ノスリ ● ●

27 サシバ ● ● ● ● ● ● ● ●

28 ハヤブサ ハヤブサ ● ● ● ● ● ●

29 チョウゲンボウ ● ● ● ● ●

30 ツル クイナ バン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 オオバン ● ● ● ● ●

32 チドリ チドリ コチドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

33 イカルチドリ ● ●

34 シロチドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

35 メダイチドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

36 オオメダイチドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

37 ムナグロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

38 ダイゼン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

39 タゲリ ● ● ● ●

40 シギ キョウジョシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

41 ヨーロッパトウネン ● ● ●

42 トウネン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

43 ヒバリシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

44 オジロトウネン ● ● ●

45 ウズラシギ ● ●

46 ハマシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

47 サルハマシギ ● ●

48 ミユビシギ ● ● ● ● ● ● ● ●

49 オオハシシギ ● ●

50 アカアシシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

51 コアオアシシギ ● ● ● ● ● ●

52 アオアシシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

53 クサシギ ● ●

54 タカブシギ ● ● ● ●

55 キアシシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

56 イソシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

57 ソリハシシギ ● ● ● ● ● ● ●

58 オオソリハシシギ ● ● ● ● ●

59 ダイシャクシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

60 ホウロクシギ ● ● ● ● ● ●

61 チュウシャクシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

62 タシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

目名 科名
新方式調査 従来調査

種名No.
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資料 14(9) 鳥類確認種の従来・新方式比較一覧(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 ５月 ８月 11月 １月 合計

63 チドリ セイタカシギ セイタカシギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

64 ソリハシセイタカシギ ● ● ● ● ●

65 カモメ ユリカモメ ● ● ● ● ●

66 ズグロカモメ ● ● ●

67 クロハラアジサシ ● ●

68 オニアジサシ ● ●

69 アジサシ ● ●

70 ベニアジサシ ● ●

71 エリグロアジサシ ● ●

72 コアジサシ ● ● ● ● ● ●

73 ハト ハト キジバト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

74 ブッポウソウ　　 カワセミ カワセミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

75 キツツキ キツツキ コゲラ ● ●

76 スズメ ツバメ ツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

77 リュウキュウツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

78 コシアカツバメ ● ●

79 セキレイ ツメナガセキレイ ● ● ●

80 キセキレイ ● ● ● ● ●

81 ハクセキレイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

82 マミジロタヒバリ ● ●

83 ビンズイ ● ●

84 サンショウクイ　　 サンショウクイ ● ●

85 ヒヨドリ シロガシラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

86 ヒヨドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

87 モズ アカモズ ● ● ●

88 ヒタキ イソヒヨドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

89 アカハラ ● ● ●

90 シロハラ ● ● ● ● ● ● ●

91 ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

92 キマユムシクイ ● ●

93 セッカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

94 シジュウカラ シジュウカラ ● ● ● ● ●

95 メジロ メジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

96 ホオジロ カシラダカ ● ●

97 アオジ ● ● ● ●

98 ハタオリドリ スズメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

99 ムクドリ ギンムクドリ ● ● ● ● ●

100 カラムクドリ ● ●

101 ホシムクドリ ● ● ●

102 ムクドリ ● ● ● ● ● ●

103 カラス ハシブトガラス ● ● ● ● ●

104 －－－－－ －－－－－ ドバト ● ● ● ● ● ● ● ● ●

105 －－－－－ －－－－－ シマキンパラ ● ● ● ●

44 53 49 54 61 68 46 60 104 39 36 47 45 66

新方式調査 従来調査

11目27科103種 9目22科66種

注2）ハイタカ属sp.はハイタカ、または、オオタカのいずれかであるが、種の識別までには至らなかったものであり、種数合計には含めない。
注1）種名および、分類は基本的に環境庁目録に準拠した。

種数

合計　11目27科105種

No. 目名 科名 種名
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(d) 生息状況調査結果比較 

 確認種及び個体数の従来・新方式比較一覧を資料 14(10)に示す。 

 新方式調査では合計 8目 20科 61種、5925個体（従来方式では実施していない

St．9-1 の結果を除く）の鳥類を、従来方式調査では合計 8 目 17 科 52 種、4120

個体の鳥類を確認し、本調査を通じて、種、個体数ともに新方式のほうが多い結

果となった。地点ごとの記録個体数をみると、St.7 では、従来方式がやや多いが

大差はない。それ以外の地点ではいずれも新方式での記録個体数が多く、特に St.9

では約 900 個体多い結果となった。これは、新方式の調査回数が多いことなどが

主な理由と考えられる。 
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St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 St.9-1 合計 St.5 St.6 St.7 St.8 St.9 合計
1 コウノトリ サギ ゴイサギ 1 1 6 8 3 9 12 20
2 ササゴイ 4 4 1 1 5
3 アマサギ 2 13 15 15
4 ダイサギ 8 28 14 18 30 3 101 6 7 15 4 7 39 140
5 チュウサギ 6 2 1 2 11 1 4 5 16
6 コサギ 1 16 3 2 63 4 89 2 3 6 31 42 131
7 クロサギ 10 6 9 2 1 9 37 4 2 10 16 53
8 アオサギ 1 15 1 1 22 1 41 2 3 2 15 22 63
9 トキ ヘラサギ 1 1 2 2
10 クロツラヘラサギ 3 4 7 2 2 9
11 カモ カモ コガモ 43 43 9 9 52
12 ヒドリガモ 6 6 6
13 オナガガモ 3 1 4 4
14 ハシビロガモ 2 2 2
15 タカ タカ ミサゴ 3 8 3 14 1 1 1 3 17
16 サシバ 1 1 2 2 3
17 ハヤブサ ハヤブサ 1 1 1
18 ツル クイナ バン 2 1 75 78 1 2 35 38 116
19 オオバン 1 1 1
20 チドリ チドリ コチドリ 2 1 19 2 24 3 3 27
21 シロチドリ 43 211 69 477 1 37 838 9 33 16 267 5 330 1168
22 メダイチドリ 14 64 12 76 1 1 168 17 37 1 52 107 275
23 オオメダイチドリ 12 3 6 21 2 1 3 24
24 ムナグロ 106 66 1290 44 1070 340 2916 13 10 1422 5 854 2304 5220
25 ダイゼン 21 10 16 19 1 8 75 25 17 10 21 3 76 151
26 タゲリ 2 2 1 1 3
27 シギ キョウジョシギ 52 46 169 67 98 51 483 22 41 43 92 25 223 706
28 トウネン 1 33 113 3 16 166 7 1 22 1 31 197
29 ヒバリシギ 5 38 43 2 13 15 58
30 オジロトウネン 4 4 4
31 ハマシギ 52 11 23 7 3 96 56 5 13 74 170
32 ミユビシギ 3 2 5 5
33 アカアシシギ 13 69 82 1 18 19 101
34 コアオアシシギ 1 1 1
35 アオアシシギ 4 15 21 1 9 2 52 3 4 28 5 16 56 108
36 タカブシギ 1 1 1
37 キアシシギ 9 16 15 4 2 46 75 19 30 22 2 148 194
38 イソシギ 1 6 11 1 12 31 1 2 8 11 42
39 ソリハシシギ 1 1 2 2
40 オオソリハシシギ 1 2 3 1 1 2 5
41 ダイシャクシギ 4 26 25 47 1 103 6 11 15 3 35 138
42 ホウロクシギ 1 1 1
43 チュウシャクシギ 4 14 18 3 9 48 7 2 5 2 2 18 66
44 タシギ 39 39 13 13 52
45 セイタカシギ セイタカシギ 1 66 67 2 28 30 97
46 ソリハシセイタカシギ 2 1 3 3
47 カモメ ズグロカモメ 1 1 1
48 オニアジサシ 1 1 2 2
49 コアジサシ 1 3 1 5 2 4 52 58 63
50 ハト ハト キジバト 2 8 1 4 16 4 35 8 5 4 7 24 59
51 ブッポウソウ　　 カワセミ カワセミ 1 4 5 1 2 3 8
52 スズメ ツバメ ツバメ 4 11 1 16 2 2 18
53 リュウキュウツバメ 1 4 12 17 6 9 15 32
54 セキレイ キセキレイ 3 2 5 5
55 ハクセキレイ 1 6 7 2 1 17 2 4 1 7 24
56 マミジロタヒバリ 4 4 4
57 ヒヨドリ シロガシラ 5 18 5 5 362 10 405 6 22 9 6 108 151 556
58 ヒヨドリ 4 2 31 3 40 3 3 3 4 17 30 70
59 ヒタキ イソヒヨドリ 5 5 1 4 6 21 2 3 1 5 5 16 37
60 アカハラ 3 3 3
61 ウグイス 2 2 3 3 5
62 セッカ 1 5 1 7 4 2 2 1 4 13 20
63 メジロ メジロ 1 9 1 20 11 42 2 11 1 20 34 76
64 ハタオリドリ スズメ 7 2 6 11 5 31 7 32 10 9 58 89
65 ムクドリ ギンムクドリ 1 1 1
66 カラス ハシブトガラス 5 5 10 10
67 －－－－－ －－－－－ ドバト 4 3 7 6 6 13

32 44 31 25 44 23 61 24 31 33 21 41 52 67

368 721 1739 909 2188 526 6451 276 256 1743 534 1311 4120 10571
個体

個体数合計

8目20科61種　6451個体 8目17科52種　4120個体合計　8目20科67種

種数合計

No. 目名 科名 種名
新方式 従来方式

総計

資料 14(10) 生息状況調査（定点観察）における従来・新方式比較一覧 
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資料 23(1) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(監視区) 

平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 
H12 夏 H13 冬 H13 夏 H13 冬 H14 夏 H14 冬 H15 夏 H15 冬 

調査時期等 
 
調査地点 工事前 工事前 工事前 工事中 工事中 

ウミヒルモ       ＋  
ベニアマモ 20% 15% 20% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ 10% 15% 10% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
ボウバアマモ 10% 10% 15% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
ウミジグサ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
マツバウミジグサ 30% 25% 25% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
全体の生育被度 70% 65% 70% ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

St.１ 
(C.D.L-0.8m～－1.0m) 

出現種類数 5 5 5 5 5 5 6 5 
ウミヒルモ ＋ ＋ ＋ + + +  ＋ 
リュウキュウスガモ 20% 20% 20% 25% 25% 15% 10% 10% 
ベニアマモ 10%  5% 10% + + + ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ 15% 10% 10% + + + ＋ ＋ 
ボウバアマモ 25% 25% 20% 10% 10% 5% ＋ ＋ 
ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ 
マツバウミジグサ  ＋ ＋ + + + ＋ ＋ 
全体の生育被度 65% 60% 55% 40% 40% 30% 20% 20% 

St.２ 
(C.D.L-2.5m～－2.7m) 

出現種類数 6 7 7 7 7 7 6 ７ 
ウミヒルモ      + ＋ ＋ 
リュウキュウスガモ 20% 25% 15% 25% 25% 30% 30% 25% 
ベニアマモ 30% 15% 20% 15% 15% 15% 20% 15% 
リュウキュウアマモ 20% 20% 20% 10% 10% 5% 5% ＋ 
ボウバアマモ 20% 20% 20% 15% 15% + ＋ ＋ 
ウミジグサ ＋ ＋ ＋ 5% 5% 5% 5% ＋ 
マツバウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ 
全体の生育被度 85% 80% 75% 75% 75% 65% 65% 50% 

St.３ 
(C.D.L-0.6m～－1.1m) 

出現種類数 6 6 6 6 6 7 7 7 
リュウキュウスガモ 25% 20% 20% 30% 30% 25% 25% 25% 
ベニアマモ 20% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 
リュウキュウアマモ 15% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 
ボウバアマモ 15% 20% 20% 15% 15% 15% 5% ＋ 
ウミジグサ    + + + ＋ ＋ 
マツバウミジグサ      + ＋ ＋ 
全体の生育被度 75% 60% 70% 60% 60% 60% 50% 45% 

St.４ 
(C.D.L-0.6m～－0.7m) 

出現種類数 4 4 4 5 5 6 6 6 
ウミヒルモ  ＋ ＋    ＋  
リュウキュウスガモ 10% 10% 10% 15% 15% 20% 20% 20% 
ベニアマモ ＋ ＋ ＋ + + + ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ 20% 30% 35% 30% 30% 30% 30% 30% 
ボウバアマモ 25% 25% 25% 15% 15% 10% 5% 5% 
ウミジグサ ＋ ＋ ＋ + + 5% ＋ ＋ 
マツバウミジグサ ＋   + + + ＋ ＋ 
全体の生育被度 60% 70% 75% 70% 70% 70% 70% 70% 

St.５ 
(C.D.L-0.5m～－0.8m) 

出現種類数 6 6 6 5 6 6 ７ 6 
（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 

2.平成 12年度の調査期日：平成 12年８月 10,11,12日、平成 13年２月５,６日 
3.平成 13年度の調査期日：平成 13年８月 15,27日、平成 13年 9月 20,21日、平成 14年１月 31

日,２月 1日 
4.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日 
5.平成 15年度の調査期日：平成 15年 8月 4～10日、9月 16日、平成 16年 1月 19～28日 
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 資料 23(2) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(対照区) 
平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

H12 夏 H13 冬 H13 夏 H13 冬 H14 夏 H14 冬 H15 夏 H15 冬 
調査時期等 

 
調査地点 工事前 工事前 工事前 工事中 工事中 

ウミヒルモ － － ＋ +    ＋ 
ボウバアマモ － － 30% 20% 15% 10% 10% ＋ 
マツバウミジグサ － － 20% 20% 15% 20% 20% 10% 
全体の生育被度 － － 50% 40% 30% 30% 30% 15% 

St.６ 
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － 3 3 2 2 2 3 

リュウキュウスガモ － － 45% 45% 45% 45% 45% 45% 
ボウバアマモ － － ＋ + + + ＋  

ウミジグサ    + + + ＋ ＋ 

マツバウミジグサ     + + ＋ ＋ 

全体の生育被度 － － 45% 45% 45% 45% 50% 45% 

St.７ 
(C.D.L-2.9m) 

出現種類数 － － 2 3 4 4 4 3 

ウミヒルモ       ＋ ＋ 
リュウキュウスガモ － － － － － 15% 15% 15% 
ベニアマモ － － － － － + ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ － － － － － 15% 10% 10% 
ボウバアマモ － － － － － 10% 10% 5% 
ウミジグサ － － － － － + ＋ ＋ 
マツバウミジグサ － － － － － + ＋ ＋ 
全体の生育被度 － － － － － 45% 40% 35% 

St.8 
(C.D.L-1.1m) 

出現種類数 － － － － － 6 7 7 
 

 

 資料 23(3) 10ｍ×10ｍコードラートにおける藻場の主要構成種と種別の生育被度(追加監視

区) 
平成 15 年度 

H15 夏 H15 冬 
調査時期等 

 
調査地点 工事中 

ウミヒルモ ＋ ＋ 
リュウキュウスガモ 20% 20% 
ベニアマモ ＋ ＋ 
リュウキュウアマモ ＋ ＋ 
ボウバアマモ 10% 10% 
ウミジグサ ＋ ＋ 
マツバウミジグサ 5% 5% 
全体の生育被度 40% 40% 

St.9 
 

出現種類数 7 7 

リュウキュウスガモ 15% 15% 
ベニアマモ 10% 10% 

ボウアマモ 10％ 5% 

ウミジグサ ＋ ＋ 

マツバウミジグサ ＋ ＋ 
全体の生育被度 40％ 40% 

St.10 
 

出現種類数 5 5 
 
（注）1.＋は被度５％未満を示す。被度表示は５％単位で示す。 
     2.平成 12年度の調査期日：平成 12年８月 10,11,12日、平成 13年２月５,６日 

3.平成 13年度の調査期日：平成 13年８月 15,27日、平成 13年 9月 20,21日、平成 14年１月 31
日,２月 1日 

4.平成 14年度の調査期日：平成 14年 8月 7～12日、平成 15年 1月 8～14日 
5.平成 15年度の調査期日：平成 15年 8月 4～10日、9月 16日、平成 16年 1月 19～28日 
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 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 12年８月 12日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年８月 15日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年 8月 7日・12日） 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年２月５日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年 1月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 15年 1月 8－14日） 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 16年 1月 19～28日) 

 

資料 24(1)   海藻類の分布状況（Ｓt.１：10ｍ×10ｍコードラート） 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

夏

季

（平成12年８月11日） （平成13年８月15日） (平成14年８月７～12日) （平成15年８月４～10日）

冬

季

（平成13年２月５日） （平成14年１月31日）  (平成15年１月８～14日) （平成16年１月19～28日）
 

 

 

 資料 24(2)  海藻類の分布状況（Ｓt.２：10ｍ×10ｍコードラート） 

 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

夏

季

（平成12年８月11日） （平成13年８月15日） (平成14年８月7～12日) （平成15年８月４～10日）

冬

季

（平成13年２月５日） （平成14年１月31日）  (平成15年１月８～14日) （平成16年１月19～28日）
 

 

 

資料 24(3)   海藻類の分布状況（Ｓt.３：10ｍ×10ｍコードラート） 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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資料 24(4)   海藻類の分布状況（Ｓt.４：10ｍ×10ｍコードラート） 

 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

（平成 12年８月 10日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年８月 27日） 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 14年 8月 7～12日) 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年２月６日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年 1月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 1月 8～14日) 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 16年 1月 19～28日) 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

夏

季

（平成12年８月10日） （平成13年８月27日） （平成14年８月７～12日） （平成15年８月４～10日)

冬

季

（平成13年２月６日） （平成14年１月31日） (平成14年１月８～14日) (平成16年１月19～28日)
 

 

 

資料 24(5)   海藻類の分布状況（Ｓt.５：10ｍ×10ｍコードラート）

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年９月 20日） 

 

 

 

 

 

 

（ 

（平成 14年 8月 7～12日) 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年 1月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 1月 8～14日) 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 16年 1月 19～28日) 

 

 

 

資料 24(6)   海藻類の分布状況（Ｓt.６：10ｍ×10ｍコードラート） 

 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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平成13年度 平成14年度 平成15年度

夏

季

（平成13年９月21日） (平成14年８月７～12日) (平成15年８月４～10日)

冬

季

（平成14年１月31日） （平成15年１月８～14日） （平成15年１月19～28日）
 

 

資料 24(7)   海藻類の分布状況（Ｓt.７：10ｍ×10ｍコードラート） 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年 1月 8～14日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 16年 1月 19～28日) 

 

 

資料 24(8)   海藻類の分布状況（St.8：10ｍ×10ｍコードラート） 

 

 

 

 

 

 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 16年 1月 19～28日) 

 

 

資料 24(9)   海藻類の分布状況（St.9：10ｍ×10ｍコードラート） 

 

 

 

 

 

 

 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 8月 4～10日) 

 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 16年 1月 19～28日） 

 

 

資料 24(10)   海藻類の分布状況（St.10：10ｍ×10ｍコードラート） 

 

 

 

 

 

50％ 以上 10‐50％ 10％ 未満

凡例
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資料 25(1) クビレミドロの分布（工事中：平成 15 年 4 月、平成 16 年 1 月） 

平成 16年 1月 20～21日 

平成 15年 4月 28日 

St.3

47群体/50cm×50cm

長径11～30mm

平均長径：21.6mm

St.6

23群体/50cm×50cm

長径7～23mm

平均長径：17.8mm
St.2

77群体/50cm×50cm

長径8～47mm

平均長径：31.2mm

St.5

31群体/50cm×50cm

長径8～18mm

平均長径：14.3mm

クビレミドロの生育面積：5,700㎡

凡例

　　　　低密度生育域（5,700㎡）

　　　　藻体確認範囲(37,800㎡)

St.4

18群体/50cm×50cm

長径10～21mm

平均長径：16.6mm

St.1

92群体/50cm×50cm

長径9～26mm

平均長径：18.6mm

100m0

Nクビレミドロの生育面積：2,000㎡

St.5

17群体/50cm×50cm

長径4～18mm

平均長径：12.5mm

St.4

47群体/50cm×50cm

長径4～14mm

平均長径：11.8mm

凡例

　　　　低密度生育域（2,000㎡）
　　　　藻体確認範囲（25,600㎡）

St.1

31群体/50cm×50cm

長径3～15mm

平均長径：11.7mm

St.2

25群体/50cm×50cm

長径4～13mm

平均長径：9.3mm

St.3

82群体/50cm×50cm

長径3～19mm

平均長径：14.0mm
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資料 25(2) クビレミドロの分布（工事中：平成16年3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16年 3月 5～6日 

100m0

N
クビレミドロの生育面積：10,300㎡

St.1

216群体/50cm×50cm

長径6～25mm

平均長径：15.6mm

St.2

33群体/50cm×50cm

長径6～17mm

平均長径：11.7mm

St.3

196群体/50cm×50cm

長径4～30mm

平均長径：16.5mm

St.5

12群体/50cm×50cm

長径6～15mm

平均長径：10.6mm

St.4

76群体/50cm×50cm

長径4～25mm

平均長径：16.3mm

凡例

　　　　低密度生育域(10,100㎡)

　　　　高密度生育域(200㎡)

　　　　　藻体確認範囲（70,900㎡)

St.7

14群体/50cm×50cm

長径6～15mm

平均長径：10.8mm

St.6

11群体/50cm×50cm

長径5～16mm

平均長径：10.8mm
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資料 25(3)  クビレミドロの分布（屋鹿名地区：平成 16年１月、3月） 

平成 16年 1月 22～24日 

0m 1000m

N

凡例

　　　　低密度生育域(13,200㎡)
　　　　高密度生育域(3,800㎡)

　　　　　藻体確認範囲（229,000㎡)

St.1

145群体/50cm×50cm

長径5～18mm

平均長径：12.9mm

St.3

16群体/50cm×50cm

長径4～18mm

平均長径：7.2mm

St.2

275群体/50cm×50cm

長径4～15mm

平均長径：12.6mm

平成 16年 3月 8～10日 

0m 1000m

N

凡例

　　　　低密度生育域(74,000㎡)

　　　　高密度生育域(20,000㎡)

　　　　　藻体確認範囲（1,012,000㎡)

St.1

271群体/50cm×50cm

長径6～22mm

平均長径：14.7mm

St.3

221群体/50cm×50cm

長径4～18mm

平均長径：14.4mm

St.2

255群体/50cm×50cm

長径6～25mm

平均長径：16.2mm

St.4

24群体/50cm×50cm

長径4～21mm

平均長径：15.2mm

St.5

164群体/50cm×50cm

長径6～21mm

平均長径：17.3mm

St.8

219群体/50cm×50cm

長径7～21mm

平均長径：18.2mm

St.6

201群体/50cm×50cm

長径7～26mm

平均長径：21.1mm

St.7

206群体/50cm×50cm

長径7～34mm

平均長径：22.4mm
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資料 26(1)  方形枠内におけるクビレミドロ群体数調査 

 

【泡瀬地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【屋鹿名地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①平成15年4月30日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 92 26 23 22 19 19 17 16 15 15 14 26 9 18.6
St.2 77 47 39 36 34 31 30 27 24 23 21 47 8 31.2
St.3 47 30 28 26 22 21 19 18 18 17 17 30 11 21.6
St.4 18 21 20 20 18 16 15 15 15 14 12 21 10 16.6
St.5 31 18 17 16 16 15 14 12 12 12 11 18 8 14.3
St.6 23 23 23 21 19 18 18 16 14 14 12 23 7 17.8

②平成16年1月20～21日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 31 15 15 13 13 12 12 10 10 9 8 15 3 11.7
St.2 25 13 13 10 10 9 9 8 8 7 6 13 4 9.3
St.3 82 19 16 16 15 15 14 13 11 11 10 19 3 14.0
St.4 12 14 14 14 13 12 12 11 10 10 8 14 4 11.8
St.5 17 18 15 14 13 12 11 11 11 10 10 18 4 12.5

③平成16年3月4～5日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 216 25 20 19 15 14 14 14 13 12 10 25 6 15.6
St.2 33 17 13 13 12 12 12 10 10 9 9 17 6 11.7
St.3 196 30 25 20 19 15 15 14 10 10 7 30 4 16.5
St.4 76 25 23 16 15 15 15 15 14 13 12 25 4 16.3
St.5 12 15 14 13 12 10 10 9 9 7 7 15 6 10.6
St.6 11 16 15 14 12 12 9 9 8 7 6 16 5 10.8
St.7 14 15 13 12 12 10 10 9 9 9 9 15 6 10.8

調査地点

調査地点

調査地点

①平成16年1月22～24日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 145 18 18 15 14 14 13 11 10 9 7 18 5 12.9
St.2 275 15 15 15 14 12 12 11 11 11 10 15 4 12.6
St.3 16 18 10 7 6 6 6 5 5 5 4 18 4 7.2

②平成16年3月8～10日調査

群体数 上位10群体の長径(mm) 長径の概要(mm)
(50cm×50cmのコードラート) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大 最少 平均

St.1 271 22 17 16 14 14 14 13 13 12 12 22 6 14.7
St.2 255 25 24 17 16 16 14 13 13 12 12 25 6 16.2
St.3 221 18 17 16 16 14 14 13 12 12 12 18 4 14.4
St.4 24 21 17 17 16 15 14 14 14 13 11 21 4 15.2
St.5 164 21 19 19 17 17 17 17 16 16 14 21 6 17.3
St.6 201 26 24 23 22 22 21 21 19 17 16 26 7 21.1
St.7 206 34 31 27 25 21 21 20 16 15 14 34 7 22.4
St.8 219 21 21 19 18 18 18 17 17 17 16 21 7 18.2

調査地点

調査地点
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資料 26(2)  クビレミドロ生育地沖合における濁りの結果（左：濁度、右：SS） 

 
注）濁度、ＳＳの値は日平均値であり、SSについては St.8、9の初回測定のうち、濁度計による計測値が最
も高い値とした。 

 

資料 26(3)  St.10～11における濁りの結果 

 

 

 

 

 

St.8 St.9 １回目 ２回目 ３回目 平均 調査地点
*2

第１回 H15.8.15 0 0 第１回 H15.8.15 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

第２回 H15.9.17 0 0 第２回 H15.9.17 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

第３回 H15.10.16 1 1 第３回 H15.10.16 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

第４回 H15.11.10 0 0 第４回 H15.11.10 1.6 1.0 2.0 1.5 St.９

第５回 H15.12.9 0 0 第５回 H15.12.9 < 1 < 1 < 1 < 1 St.８

第６回 H16.1.27 1 0 第６回 H16.1.27 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

第７回 H16.2.17 0 0 第７回 H16.2.17 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

第８回 H16.3.8 0 0 第８回 H16.3.8 < 1 < 1 < 1 < 1 St.９

0.2 0.2 - - - < 1.1 -

1 1 - - - 1.5 -

平均

濁度(度) SS（mg/l）

平均*１

最大値最大値

8/19(火) 8/24(日) 8/25(月)8/20(水) 8/21(木) 8/22(金) 8/23(土)

工事終了

観測日

監視点

St.10 5.1 4.4 4.6 5.7 6.0 5.8 5.9 6.4 4.2 6.5 7.7 4.6

St.11 7.0 8.6 6.5 4.9 5.8 7.4 10.8 7.2 7.9 14.5 15.0 9.6

St.10、St.11の平均 6.0 6.5 5.5 5.3 5.9 6.6 8.4 6.8 6.0 10.5 11.4 7.1

日 総 雨 量 6.0 0.0 25.0 168.0 13.0 9.0 42.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0

8/8(金) 8/9(土) 8/10(日) 8/11(月)8/4(月) 8/5(火) 8/6(水) 8/7(木) 8/12(火) 8/13(水) 8/14(木) 8/15(金) 8/16(土) 8/17(日) 8/18(月)

台風10号により
工事中断

工事終了 



資-57 

資料 27(1)  流入水路における水質及び流量（St.Ａ～St.Ｄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）第 8回目調査（平成 16年３月８日）の流量は、平成 16年３月 11日の連続観測流量データを用いた。 

資料 27(2) 流入水路における流入負荷量（St.Ａ～St.Ｄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）第 8 回目調査（平成 16 年３月８日）の流入負荷量は、平成 16 年３月 11 日の連続観測流量データを用い、負荷量を算

出した。 

資料 27(3) 流入水路における流入負荷量（St.A’、St.B～C） （調査日：平成 16 年３月 11 日） 

 

 

 

注）St.A’は、St.A よりも上流に位置する地点であるが、参考のため併記した。 

分析項目等 調査地点
H15.8.15
１回目

H15.9.17
２回目

H15.10.16
３回目

H15.11.10
４回目

H15.12.9
５回目

H16.1.27
６回目

H16.2.17
７回目

H16.3.8
８回目

St．A 3.91 8.94 3.90 9.85 2.01 5.99 16.5 6.26
St．B 2.27 2.68 2.63 4.20 4.61 5.23 6.69 4.99
St．C 4.95 6.61 5.76 7.69 6.35 8.71 9.94 9.49
St．D 0.25 0.31 0.34 0.35 0.19 0.33 0.18 0.21
St．A 0.386 1.05 0.567 0.962 0.199 0.472 1.95 0.623
St．B 0.285 0.337 0.360 0.554 0.593 0.619 0.522 0.478
St．C 0.659 1.01 0.731 1.02 0.667 0.831 1.21 1.19
St．D 0.027 0.048 0.053 0.055 0.025 0.044 0.007 0.033
St．A 0.02 0.03 0.06 0.50 < 0.01 0.44 0.62 0.35
St．B 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01 0.10 0.03 0.09
St．C 0.02 < 0.01 0.01 0.01 0.03 0.08 0.02 0.05
St．D < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01
St．A 1.79 < 0.02 1.95 5.23 0.17 3.60 9.80 0.11
St．B 0.60 < 0.02 0.70 0.15 0.43 0.82 0.78 0.72
St．C 0.24 < 0.02 0.13 0.18 1.89 1.97 1.21 0.26
St．D < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < 0.02
St．A 17 30 22 9.2 6.0 17 9.8 5.2
St．B 3.8 5.4 4.3 2.4 2.1 10 12 4.1
St．C 1.8 < 1 3.2 2.7 3.6 21 3.9 2.1
St．D 5.6 1.2 12 1.4 1.0 < 1 < 1 1.9
St．A 18 24 13 18 5.1 27 24 8.8
St．B 9.1 12 11 9.9 10 20 15 14
St．C 9.5 8.8 8.2 9.7 14 25 15 13
St．D 1.8 1.0 1.5 1.5 1.4 1.7 2.1 0.9
St．A 535.7 - - - - - 518.4 671.2
St．B 1157.8 - - - - - 1503.4 1741.1
St．C 319.7 - - - - - 51.8 283.3
St．D - - - - - - - -

全窒素
（mg/l）

流量

（m
3
/日）

COD
（mg/l）

全燐
（mg/l）

非イオン界面
活性剤
（mg/l）

陰イオン界面
活性剤
（mg/l）

SS
（mg/l）

項目等 調査地点
H15.8.15
１回目

H16.2.17
７回目

H16.3.8
８回目

St．A 2.09 8.55 4.20
St．B 2.63 10.1 8.68
St．C 1.58 0.52 2.69
St．D - - -
St．A 0.21 1.01 0.42
St．B 0.33 0.78 0.83
St．C 0.21 0.06 0.34
St．D - - -
St．A 0.01 0.32 0.23
St．B 0.02 0.05 0.16
St．C 0.01 0.00 0.01
St．D - - -
St．A 0.96 5.08 0.07
St．B 0.69 1.17 1.25
St．C 0.08 0.06 0.07
St．D - - -
St．A 9.11 5.08 3.49
St．B 4.40 18.0 7.14
St．C 0.58 0.20 0.59
St．D - - -
St．A 9.64 12.4 5.91
St．B 10.5 22.6 24.4
St．C 3.04 0.78 3.68
St．D - - -

非イオン界面
活性剤
（kg/日）

陰イオン界面
活性剤
（kg/日）

全燐
（kg/日）

SS
（kg/日）

COD
（kg/日）

全窒素
（kg/日）

St.A' 6.70 12.59 2.45 0.16 8.07 0.86 671.2
St.B 30.54 27.38 1.09 0.49 7.64 1.23 1741.1
St.C 0.65 3.24 0.12 0.02 2.35 0.37 283.3

m3/日

T-NSS 流量

単位：kg/日

COD
陰イオン界
面活性剤

T-P
非イオン界
面活性剤
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資料 28  10ｍ×10ｍコードラートにおけるサンゴ類種類別被度調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 科 属 種類 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

工事前工事中

St.1 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋
2 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋
3 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋
4 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
5 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
6 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
7 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
9 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
10 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

生存被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 10 10 10 9 6 7 5 6

St.2 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
2 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
3 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Pocollopora ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
4 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
5 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ 5 ＋ 5 5
6 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
7 被覆状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
9 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋
10 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
11 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
12 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
13 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
14 Oulastrea ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋ ＋ ＋
15 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
16 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
17 Echinopora ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
18 ｱｵｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora　 sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋

生存被度(%) 5 5 5 ＋ 5 5 5 5
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
出現種類数 15 15 16 14 12 14 8 10

St.3 1 ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋
2 Millepora 被覆状ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ類 ＋ ＋
3 ﾑｶｼｻﾝｺﾞ科 Stylocoeniella ﾑｶｼｻﾝｺﾞ類 ＋
4 ﾊﾅﾔｻｲｻﾝｺﾞ科 Stylophora ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
5 ﾐﾄﾞﾘｲｼ科 Montipora 枝状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 35 35 40 10 ＋ ＋
6 被覆状ｺﾓﾝｻﾝｺﾞ類 5 5 5 ＋ ＋
7 枝状ﾐﾄﾞﾘｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
8 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites 塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
9 枝状ﾊﾏｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋
10 ﾔｽﾘｻﾝｺﾞ科 Psammocora ｱﾐﾒｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋
11 ﾔｯｺｳｱﾐﾒｻﾝｺﾞ ＋ ＋
12 ﾋﾗﾌｷｻﾝｺﾞ科 Pavona ｼｺﾛｻﾝｺﾞ類 ＋
13 ｷｸﾒｲｼ科 Favia ｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
14 Favites ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋
15 Goniastrea ｺｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
16 Platygyra ﾉｳｻﾝｺﾞ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
17 Montastrea ﾏﾙｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
18 Leptastrea ﾙﾘｻﾝｺﾞ類 ＋
19 Cyphastrea ﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ類 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
20 ｱｵｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ科 Millepora　 sp. ｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷsp. ＋ ＋
21 Millepora ｶﾝﾎﾞｸｱﾅｻﾝｺﾞﾓﾄﾞｷ ＋

生存被度(%) 50 50 55 10 5 ＋ 5 5
死亡被度(%) ＋ ＋ ＋ 30 5 ＋ ＋ ＋
出現種類数 14 14 11 12 8 12 6 7

（注）１．被度は、５％単位で示す。
　　　２．＋は、５％未満を示す。
　　　３．平成12年度の調査期日：平成12年８月24～25日、平成13年２月７～８日
　　　４．平成13年度の調査期日：平成13年８月13～14日、平成１４年１月29～30日
　　　５．平成14年度の調査期日：平成14年８月19～20日、平成15年１月8～9日
　　　６．平成15年度の調査期日：平成15年7月15～16日、平成16年1月7日
　　　７．環境影響評価時の調査期日：平成８年５月21～29日

平成15年度

工事中

調査
地点

平成13年度 平成14年度

Porites

平成12年度

工事前 工事前
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 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 12年 8月 24日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 8月 13日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 14年 8月 19―20日) 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15年 7月 15―16日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 2月 7日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年１月 29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 1月 8－9日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 16年 1月 7日) 

 

 

資料 29(1)   10ｍ×10ｍのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（Ｓt.１）

（凡例）

生存サンゴ

死亡サンゴ

2m×2mの
ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ
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資料 29(2)   10ｍ×10ｍのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（Ｓt.２） 

 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

（平成 12年 8月 24日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 8月 13日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 14年 8月 19-20日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 7月 15-16日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 2月 7日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年１月 29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 1月 8－9日) 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 16年 1月 7日) 

（凡例）

生存サンゴ

死亡サンゴ

2m×2mの
ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ
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資料 29(3)   10m×10mのコードラート内におけるサンゴ類の分布状況（St.3）

 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

夏 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 12年 8月 25日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 8月 14日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 14年 8月 19－20日) 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 7月 15－16日) 

冬 

 

季 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 13年 2月 8日） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 14年１月 29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 15年 1月 19-20日) 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 16年 1月 7日) 

（凡例）

生存サンゴ

死亡サンゴ

2m×2mの
ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ
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資料 30 中城湾港泡瀬地区におけるトカゲハゼの生息地面積及び個体数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）沖縄県土木建築部実施「中城湾港（新港地区）トカゲハゼ生息状況等監視調査業務」速報より引用 

 

 

 

 

 

調査年度 調査月
生息地面積

(m
2
)

成魚のカウント数
（尾）

平成２年度 7 220 7
平成７年度 9 300 8

12 150 6
3 200 7

平成８年度 10 10 2
12 150 6
3 600 8

平成９年度 9 50 2
12 150 4
3 150 4

平成10年度 9 50 3
1 150 4
3 300 5

平成11年度 4 200 4
6 150 5
9 700 18
12 700 37
3 300 17

平成12年度 4 850 27
6 200 8
9 300 13
12 800 17
3 300 18

平成13年度 4 325 17
6 410 16
9 525 21
12 490 9
3 350 19

平成14年度 4 162 14
9 66 2
12 433 14
3 3 2

平成15年度 4 9 3
8 9 3
9 15 7
12 65 6
3 124 8
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資料 31(1)  マングローブ樹本数（樹種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）過年度調査で枯死していた個体は、今年度調査の対象から除外した。 

  調査面積は 5m×5m。 

  （ ）内の数値は前回と比較した割合を表す。 

 

夏季：平成12年7月 98 1 0 99 5
冬期：平成13年1月 56 (0.57) 1 (1.00) 0 (－) 57 (0.58) 45 (9.00)
夏季：平成13年9月 665 (11.88) 1 (1.00) 0 (－) 666 (11.68) 0 (－)
冬期：平成14年1月 643 (0.97) 2 (2.00) 0 (－) 645 (0.97) 32 (－)
夏季：平成14年7月 593 (0.92) 2 (1.00) 0 (－) 595 (0.92) 56 (1.75)
冬季：平成15年1月 588 (0.99) 2 (1.00) 0 (－) 590 (0.99) 14 (0.25)
夏季：平成15年7月 580 (0.99) 2 (1.00) 0 (－) 582 (0.99) 13 (0.09) 0 (－)
冬季：平成16年1月 558 (0.96) 3 (1.50) 0 (－) 561 (0.96) 28 (2.15)
夏季：平成12年7月 18 2 0 20 5
冬期：平成13年1月 17 (0.94) 2 (1.00) 0 (－) 19 (0.95) 2 (0.40)
夏季：平成13年9月 51 (3.00) 2 (1.00) 0 (－) 53 (2.79) 0 (－)
冬期：平成14年1月 45 (0.88) 2 (1.00) 0 (－) 47 (0.89) 6 (－)
夏季：平成14年7月 45 (1.00) 2 (1.00) 0 (－) 47 (1.00) 2 (0.33)
冬季：平成15年1月 45 (1.00) 3 (1.50) 0 (－) 48 (1.02) 1 (0.50)
夏季：平成15年7月 48 (1.07) 3 (1.00) 0 (－) 51 (1.06) 1 (1.00) 1 (－)
冬季：平成16年1月 45 (0.94) 3 (1.00) 0 (－) 48 (0.94) 4 (4.00)
夏季：平成12年7月 89 4 67 160 3
冬期：平成13年1月 86 (0.97) 4 (－) 75 (1.12) 165 (1.03) 6 (2.00)
夏季：平成13年9月 468 (5.44) 18 (4.50) 77 (1.03) 563 (3.41) 3 (0.50)
冬期：平成14年1月 488 (1.04) 23 (1.28) 144 (1.87) 655 (1.16) 9 (3.00)
夏季：平成14年7月 452 (0.93) 26 (1.13) 142 (0.99) 620 (0.95) 53 (5.89)
冬季：平成15年1月 426 (0.94) 33 (1.27) 147 (1.04) 606 (0.98) 43 (0.81)
夏季：平成15年7月 363 (0.85) 27 (0.82) 111 (0.76) 501 (0.83) 41 (0.95) 91 (－)
冬季：平成16年1月 328 (0.9) 29 (1.07) 158 (1.42) 515 (1.03) 60 (1.46)
夏季：平成12年7月 27 20 0 47 1
冬期：平成13年1月 24 (0.89) 23 (1.15) 0 (－) 47 (1.00) 3 (3.00)
夏季：平成13年9月 181 (7.54) 25 (1.09) 0 (－) 206 (4.38) 1 (0.33)
冬期：平成14年1月 191 (1.06) 28 (1.12) 0 (－) 219 (1.06) 3 (3.00)
夏季：平成14年7月 185 (0.97) 28 (1.00) 0 (－) 213 (0.97) 14 (4.67)
冬季：平成15年1月 192 (1.04) 36 (1.29) 0 (－) 228 (1.07) 8 (0.57)
夏季：平成15年7月 187 (0.97) 35 (0.97) 0 (－) 222 (0.97) 2 (0.25) 28 (－)
冬季：平成16年1月 183 (0.98) 55 (1.57) 1 (－) 239 (1.08) 21 (10.5)
夏季：平成12年7月 26 2 3 31 2
冬期：平成13年1月 26 (1.00) 4 (2.00) 3 (1.00) 33 (1.06) 2 (1.00)
夏季：平成13年9月 160 (6.15) 7 (1.75) 3 (1.00) 170 (5.15) 1 (0.50)
冬期：平成14年1月 159 (0.99) 9 (1.29) 3 (1.00) 171 (1.01) 6 (6.00)
夏季：平成14年7月 166 (1.04) 8 (0.89) 5 (1.67) 179 (1.05) 4 (0.67)
冬季：平成15年1月 157 (0.95) 11 (1.38) 9 (1.80) 177 (0.99) 15 (3.75)
夏季：平成15年7月 157 (1.00) 11 (1.00) 8 (0.89) 176 (0.99) 11 (0.73) 0 (－)
冬季：平成16年1月 156 (0.99) 17 (1.55) 12 (1.50) 185 (1.05) 8 (0.73)

St.10

未確認本数調査地点 調査時期
樹種別本数

枯死本数
合計ﾔｴﾔﾏﾋﾙｷﾞｵﾋﾙｷﾞﾒﾋﾙｷﾞ

St.14

St.13

St.12

St.11
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資料 31(2)  マングローブ樹本数（樹高別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）過年度調査で枯死していた個体は、今年度調査の対象から除外した。 

  調査面積は 5m×5m。 

  （ ）内の数値は前回と比較した割合を表す。 

 

夏季：平成12年7月 85 11 3 99 5
冬期：平成13年1月 40 (0.47) 10 (0.91) 7 (2.33) 57 (0.58) 45 (9.00)
夏季：平成13年9月 645 (16.13) 11 (1.10) 10 (1.43) 666 (11.68) 0 (－)
冬期：平成14年1月 625 (0.97) 11 (1.00) 9 (0.90) 645 (0.97) 32 (－)
夏季：平成14年7月 568 (0.91) 16 (1.45) 11 (1.22) 595 (0.92) 56 (1.75)
冬季：平成15年1月 560 (0.99) 18 (1.13) 12 (1.09) 590 (0.99) 14 (0.25)
夏季：平成15年7月 542 (0.97) 27 (1.50) 13 (1.08) 582 (0.99) 13 (0.09) 0 (－)
冬季：平成16年1月 478 (0.88) 68 (2.52) 15 (1.15) 561 (0.96) 28 (2.15)
夏季：平成12年7月 5 11 4 20 5
冬期：平成13年1月 3 (0.60) 11 (1.00) 5 (1.25) 19 (0.95) 2 (0.40)
夏季：平成13年9月 35 (11.67) 9 (0.82) 9 (1.80) 53 (2.79) 0 (－)
冬期：平成14年1月 29 (0.83) 5 (0.56) 13 (1.44) 47 (0.89) 6 (－)
夏季：平成14年7月 27 (0.93) 5 (1.00) 15 (1.15) 47 (1.00) 2 (0.33)
冬季：平成15年1月 28 (1.04) 5 (1.00) 15 (1.00) 48 (1.02) 1 (0.50)
夏季：平成15年7月 31 (1.11) 5 (1.00) 15 (1.00) 51 (1.06) 1 (1.00) 1 (－)
冬季：平成16年1月 25 (0.81) 6 (1.20) 17 (1.13) 48 (0.94) 4 (4.00)
夏季：平成12年7月 87 71 2 160 3
冬期：平成13年1月 79 (0.91) 82 (1.15) 4 (2.00) 165 (1.03) 6 (2.00)
夏季：平成13年9月 463 (5.86) 90 (1.10) 10 (2.50) 563 (3.41) 3 (0.50)
冬期：平成14年1月 552 (1.19) 92 (1.02) 11 (1.10) 655 (1.16) 9 (3.00)
夏季：平成14年7月 484 (0.88) 124 (1.35) 12 (1.09) 620 (0.95) 53 (5.89)
冬季：平成15年1月 426 (0.88) 162 (1.31) 18 (1.50) 606 (0.98) 43 (0.81)
夏季：平成15年7月 324 (0.76) 157 (0.97) 20 (1.11) 501 (0.83) 41 (0.95) 91 (－)
冬季：平成16年1月 245 (0.76) 244 (1.55) 26 (1.30) 515 (1.03) 60 (1.46)
夏季：平成12年7月 24 22 1 47 1
冬期：平成13年1月 19 (0.79) 25 (1.14) 3 (3.00) 47 (1.00) 3 (3.00)
夏季：平成13年9月 172 (9.05) 26 (1.04) 8 (2.67) 206 (4.38) 1 (0.33)
冬期：平成14年1月 181 (1.05) 26 (1.00) 12 (1.50) 219 (1.06) 3 (3.00)
夏季：平成14年7月 169 (0.93) 31 (1.19) 13 (1.08) 213 (0.97) 14 (4.67)
冬季：平成15年1月 179 (1.06) 30 (0.97) 19 (1.46) 228 (1.07) 8 (0.57)
夏季：平成15年7月 172 (0.96) 28 (0.93) 22 (1.16) 222 (0.97) 2 (0.25) 28 (－)
冬季：平成16年1月 157 (0.91) 55 (1.96) 27 (1.23) 239 (1.08) 21 (10.5)
夏季：平成12年7月 12 8 11 31 2
冬期：平成13年1月 11 (0.92) 11 (1.38) 11 (1.00) 33 (1.06) 2 (1.00)
夏季：平成13年9月 146 (13.27) 11 (1.00) 13 (1.18) 170 (5.15) 1 (0.50)
冬期：平成14年1月 146 (1.00) 12 (1.09) 13 (1.00) 171 (1.01) 6 (6.00)
夏季：平成14年7月 141 (0.97) 22 (1.83) 16 (1.23) 179 (1.05) 4 (0.67)
冬季：平成15年1月 99 (0.70) 61 (2.77) 17 (1.06) 177 (0.99) 15 (3.75)
夏季：平成15年7月 74 (0.75) 77 (1.26) 25 (1.47) 176 (0.99) 11 (0.73) 0 (－)
冬季：平成16年1月 67 (0.91) 71 (0.92) 47 (1.88) 185 (1.05) 8 (0.73)

St.10

未確認本数調査地点 調査時期
樹高別本数

枯死本数
樹高≦50cm 50cm＜樹高≦100cm 100cm＜樹高 合計

St.14

St.13

St.12

St.11
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資料 32(1) 樹冠投影図（St.10） 
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資料 32(2) 樹冠投影図（St.11） 
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資料 32(3) 樹冠投影図（St.12） 
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資料 32(4) 樹冠投影図（St.13） 
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資料 32(5) 樹冠投影図（St.14） 
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資料 33(1) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 目 科 NO 和名 学名

魚類 ﾖｳｼﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ 1 ﾃﾝｸﾞﾖｳｼﾞ Microphis brachyurus brachyurus

2 ｶﾜﾖｳｼﾞ Hippichthys spicifer

ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ 3 ｶﾀﾞﾔｼ Gambusia affinis affinis

4 ｸﾞｯﾋﾟｰ Poecilia reticulata

ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ 5 ﾎﾞﾗ Mugil cephalus cephalus

6 ｺﾎﾞﾗ Liza macrolepis

7 ﾎﾞﾗ科 Mugilidae

ﾕｺﾞｲ 8 ｵｸﾁﾕｺﾞｲ Kuhlia rupestris

ｱｼﾞ 9 ｱｼﾞ科 Carangidae

ｸﾛｻｷﾞ 10 ｸﾛｻｷﾞ Gerres oyena

ﾌｴﾀﾞｲ 11 ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus argentimaculatus

ｼﾏｲｻｷ 12 ﾖｽｼﾞｼﾏｲｻｷ Pelatus quadrilineatus

ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ 13 ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ Scatophagus argus

ｶﾜｽｽﾞﾒ 14 ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｲﾗﾋﾟｱ Oreochromis mossambicus

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ 15 ｽﾐｽﾞﾒｽｽﾒﾀﾞｲ Pomacentrus taeniometopon

ｼﾏｲｻｷ 16 ｺﾄﾋｷ Terapon jarbua

ｶﾜｱﾅｺﾞ 17 ﾁﾁﾌﾞﾓﾄﾞｷ Eleotris acabthopoma

ﾊｾﾞ 18 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ Pseudogobius javannicus

19 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ属 Pseudogobius sp.

20 ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ Mugilogobius fontinalis

21 ﾅﾐﾊｾﾞ Mugilogobius chulae

22 ﾋﾅﾊｾﾞ Redigobius bikolanus

23 ﾐﾂﾎﾞｼｺﾞﾏﾊｾﾞ Pandaka trimaculata

24 ﾄﾋﾞﾊｾﾞ Periophthalmus cantonensis

25 ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ Periophthalmus unlsaris

ｱｲｺﾞ 26 ｺﾞﾏｱｲｺﾞ Siganus guttatus

27 ｱｲｺﾞ(ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ型) Siganus fuscescens

ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ 28 ｵｷﾅﾜﾌｸﾞ Cheionodon patoca

凡例）r：1～5,+：5～20,c：20～100,m：100～1000,G：1000以上（個体数）

St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16

r

r r r

r r G c r +

r G m c r + c

c

m m m m m m c m c G m c

r r c + +

r

r

c + c

+ + r r r

r

+ + c + +

m m m m G G m G G G c

c +

+ r

+ + c r + +

c m c c m c c

G

r + r c c c c c c c

+ + r c c c c + + +

+ c + + + + c C

c c c +

+ + + + r + + r

+ + + + c + + + c c +

r

r r

c c + m c

H15年度

夏季 冬季 夏季 冬季

H13年度

夏季 冬季

H14年度

甲殻類 (長尾類) ｸﾙﾏｴﾋﾞ 29 ﾖｼｴﾋﾞ Metapenaeus ensis

30 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 Penaeidae

ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ 31 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 Alpheidae

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 32 ｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon debilis

33 ｽﾍﾞｽﾍﾞﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium equides

34 ｲｯﾃﾝｺﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon concinnus

(異尾類) ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ 35 ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ Thalassina anomala

ﾔﾄﾞｶﾘ 36 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius longitarsus

(短尾類) ｶﾞｻﾞﾐ 37 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla oceanica

38 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ Thalamita crenata

39 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 Thalamita sp.

ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ 40 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Mictyris brebidactylus

ﾔﾜﾗｶﾞﾆ 41 ﾄｳﾖｳﾔﾜﾗｶﾞﾆ Halicarcinus orientalis

ｵｳｷﾞｶﾞﾆ 42 ｶﾉｺｾﾋﾞﾛｶﾞﾆ Epixanthus dentatus

43 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 Xanthidae

ｽﾅｶﾞﾆ 44 ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ Camptandrium sexdentatum

45 ﾁｺﾞｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla

46 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca lactea perplexa

47 ﾍﾞﾆｼｵﾏﾈｷ Uca chliorophthaima crassipes

48 ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ Uca dussumieri dussumieri

49 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ Uca vocans vocans

50 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Scopimera globosa

51 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ Tmethypocoelis ceratophora

52 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus bonzai

53 ﾀｲﾖｳｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus pacificus

ｲﾜｶﾞﾆ 54 ｸｲﾗﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ Metopograpsus latifrons

55 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ Metopograpsus messor

56 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ --

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 57 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonicus

58 ﾋﾗﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Utica borneensis

59 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ属 Varuna sp.

60 ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ Ptychognathus ishii

61 ﾋﾒﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ --

62 ﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ属 Ptychognathus sp.

63 ﾄｹﾞｱｼﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Parapyxidognathus deianira

64 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ属 Gaetice sp.

ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 65 ﾌｼﾞﾃｶﾞﾆ Chipomantes villosum

66 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice formosensis

67 ﾘｰﾁｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice leachii

68 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice tridens

69 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma acis

70 ｷﾉﾎﾞﾘﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma leptosoma

71 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma pictum
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資料 33(2) 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 目 科 NO 和名 学名

甲殻類 (短尾類) ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 72 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ Perisesarma bidens

73 ﾐｿﾞﾃｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Sarmatium crassum

(その他) ﾌｼﾞﾂﾎﾞ 74 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus

75 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite

76 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus

ﾌﾅﾑｼ 77 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ Ligia ryukyuensis

軟体動物 (巻貝類) ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ 78 ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ Thiara granifera

79 ｽｸﾞｶﾜﾆﾅ Thiara uniformis

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 80 ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littoraria scabra

81 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Littoraria intermedia

82 ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ Littorarra scabra

ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ 83 ｳｽｲﾛﾍｿｶﾄﾞｶﾞｲ Paludinella stricta stricta

84 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 Assimineiidae

ｳﾐﾆﾅ 85 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithideopsilla cingulata

86 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Cerithidea morchii

87 ｶﾜｱｲｶﾞｲ Cerithideopsilla djadjariensis

88 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis

89 ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingii

ｵｶﾐﾐｶﾞｲ 90 ｳﾗｼﾏﾐﾐｶﾞｲ Cassidula mustelina

91 ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ Cassidula piecotrematoides japonica

92 ｺﾊｸｵｶﾐﾐｶﾞｲ Ellobium opportunum

93 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta siamensis

94 ﾍｿｱｷｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta typica

95 ﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus castaneus

96 ﾇﾉﾒﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus granifer

97 ﾁﾋﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus parvulus

98 ｸﾛﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ Pythia pachyodon

99 ﾏﾀﾞﾗﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ Pythia panthrina

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ 100 ｶﾉｺｶﾞｲ Clithon faba

101 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita squamulata

102 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ Nerita striata

103 ｼﾏｶﾉｺｶﾞｲ Neritina turrita

104 ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropictus

105 ｲｶﾞｶﾉｺｶﾞｲ Clithon corona

ｻｶﾏｷｶﾞｲ 106 ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta

ｲｿｱﾜﾓﾁ 107 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ Peronia sp.

108 ｺﾞﾏｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ Platevindex mortoni

109 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 Onchidae

凡例）r：1～5,+：5～20,c：20～100,m：100～1000,G：1000以上（個体数）

St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16
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H13年度 H14年度 H15年度

夏季 冬季 夏季 冬季 夏季 冬季

(二枚貝類) ﾌﾈｶﾞｲ 110 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ Barbatia virescens

ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ 111 ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Geloina papua

ｲｶﾞｲ 112 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Hormomya mutabilis

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ 113 ﾆｾﾏｶﾞｷ Crasostrea echinata

114 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 Ostreidae

ｼｵｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ 115 ﾏｽｵｶﾞｲ Psammotaea elongata

ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ 116 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ Glauconome chinensis

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ 117 ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis

118 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ Gafrarium disper

多毛類 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ 119 ｺﾞｶｲ科 Nereididae

－ － 120 多毛類 Polychaeta

花虫類 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ － 121 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Actiniaria

昆虫 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ 122 ﾘｭｳｷｭｳﾍﾞﾆｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ceriagrion latericium ryukyuanum

123 ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura senegalensis

ﾄﾝﾎﾞ 124 ｺｼﾌﾞﾄﾄﾝﾎﾞ Acisoma panorpoides

125 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ属 Orthetrum sp.

ﾊｴ ﾕｽﾘｶ 126 ﾕｽﾘｶ科 Chironomidae

出　現　種　類　数
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資料 34 汽水域生物（魚類、甲殻類及び軟体類）出現種類数概要 

 

資料 35  汽水域水質調査結果 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 

H12.8.25 H13.2.10 H13.8.31 H14.2.13 H14.7.17 H15.1.18 H15.7.14 H16.1.6 

    調査期日 

  

調査地点 
Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 Ｓt.15 Ｓt.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 

 塩 分 0.9 6.5  1.1 1.7 9.6 12.2 0.9 18.3 1.4 21.2 0.4 9.7 8.6 29.6 0.3 30.7 

 ＣＯＤ（mg/L） 8.9 16.2 5.0 4.5 7.3 5.8 12.5 5.9 10.2 4.8 11.4 7.6 10.0 4.9 10.2 5.9 

 ＳＳ （mg/L） 12 12 13 10 12 6 4 4 9 23 3 2 23 7 5 7 

 

 

 

 

 

 

St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16 St.15 St.16
魚類 9 14 8 10 8 17 9 12 11 17 8 13 6 16 9 15

甲殻類 11 17 12 18 12 27 11 29 17 24 11 27 11 18 15 23
軟体動物 7 8 8 8 9 10 10 12 12 21 13 16 13 10 14 15

総種類数 27 39 28 36 29 54 30 53 40 62 32 56 30 44 38 53

H15夏季 H15冬季H14夏季 H14冬季H12夏季 H12冬季 H13夏季 H13冬季
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資料 36  オカヤドカリ類の監視調査結果 

      調査時期 

 

調査地点 

平成 12年度 

（11.29～30） 

平成 13年度 

（11.2,6） 

平成 14年度 

(10.31～11.1) 

平成 15年度 

(10.23～10.25) 

環境影響評価時の結果 

（H8.11.18） 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０   ０     ０   ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２１  ３０  ３３  ７４   ６ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３２  ２５  ６４  ２０  ４６ 

小型個体   ０   １   ０   ０ － 

Ｓt.17 

合  計  ５３  ５６  ９７   ９４  ５２ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０     ０     ０   ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２７   ５ １５８ １４６   ０ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ５２  ３３  ３９   ９９   １ 

小型個体  １１   ９   ０   ０ － 

Ｓt.18 

合  計  ９０  ４７ １９７   ２４５   １ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    １     ０   ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １２  ２３  ２８  ２８   １ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ２４  ３４  ３２   ７３   ３ 

小型個体   ０  ６５   ２   ０ － 

Ｓt.19 

合  計  ３６ １２２  ６３   １０１   ４ 

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ   ０   ０    ０     ０   ０ 

ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  １５  ８６  ３６ ２０５   ２ 

ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ  ３５  ３９ ２５９  ６７  ２１ 

小型個体   ０   ３   ０   ０ － 

Ｓt.20 

合  計  ５０ １２８ ２９５  ２７２  ２３ 

総 計 ２２９ ３５３ ６５２  ７１２  ８０ 

（注）平成 12～15年度は定性調査とトラップ調査による合計個体数、環境影響評価時の結果は目視観察（定性調査）に
よる確認個体数を示す。 

 



 

資
-
7
4
 

資料 37(1)  底質分析結果（St.１～１０） 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度      調査時期 
 

項目      H12.7.17～19 H13.1.23～25 H13.8.6～8 H14.1.28～30 H14.8.21 H15.1.20 H15.7 H16.2 

ｐＨ － 7.7 
(7.5～7.8) 

7.5  
(7.4～7.6) 

7.9 
(7.8～8.0) 

7.9 
(7.7～8.1) 

8.6 
(8.0～8.9) 

7.9 
(7.7～8.0) 

8.6 
(8.2～8.9) 

8.5 
(8.2～8.9) 

硫化物 mg/g 0.02 
(<0.01～0.09) 

0.01 
(<0.01～0.03) 

0.03 
（<0.01～0.13） 

0.02 
（<0.01～0.07） 

0.03 
(<0.01～0.14) 

0.04 
(<0.01～0.10) 

0.04 
(0.01～0.11) 

0.10 
(<0.01～0.32) 

ＣＯＤ mg/g 2.0 
(0.6～5.4) 

2.1 
(0.9～3.6) 

1.8 
(0.8～3.4) 

1.5 
(0.5～3.6) 

1.5 
(0.7～2.9) 

1.6 
(0.5～2.6) 

1.6 
(0.6～2.7) 

2.8 
(0.7～11.4) 

ＴＯＣ mg/g 1.09 
(0.33～2.97) 

1.56 
(0.9～2.5) 

1.37 
（0.76～2.91） 

1.5 
（0.6～3.0） 

1.2 
(0.3～3.0) 

1.5 
(0.6～2.5) 

1.3 
(0.6～2.9) 

1.7 
(0.2～5.8) 

Ｔ－Ｎ mg/g 0.37 
(0.23～0.62) 

0.29 
(<0.10～0.66) 

0.30 
（0.17～0.49） 

0.29 
（0.17～0.59） 

0.28 
(0.17～0.51) 

0.26 
(0.15～0.49) 

0.31 
(0.15～0.48) 

0.40 
(0.18～1.13) 

Ｔ－Ｐ mg/g 0.26 
(0.18～0.39) 

0.23 
(0.16～0.35) 

0.21 
（0.15～0.30） 

0.22 
（0.17～0.34） 

0.24 
(0.19～0.31) 

0.27 
(0.19～0.36) 

0.25 
(0.20～0.30) 

0.24 
(0.14～0.33) 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a μg/g 2.9 
(1.3～4.9) 

2.6 
(1.1～5.3) 

2.4 
（0.8～4.6） 

2.93 
（1.6～4.3） 

2.4 
(0.6～5.4) 

3.1 
(0.9～7.5) 

2.5 
(1.1～4.4) 

4.40 
(10.2～1.3) 

ｼﾙﾄ・粘土分 ％ 6.0 
(0.8～29.6) 

4.4 
(0.3 ～19.3) 

5.6 
（0.6～23.6） 

6.4 
（2.8～22.1） 

4.0 
(1.6～13.7) 

3.4 
(0.2～9.1) 

12.2 
(5.8～31.9) 

11.2 
(22.0～6.4) 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
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資料 37(2)  底質分析結果（St.１１～１２） 

平成 15年度      調査時期 
 

項目      H15.7 H16.2 

ｐＨ － 8.4 
(8.3～8.4) 

8.5 
(8.4～8.6) 

硫化物 mg/g 0.03 
(0.01～0.05) 

0.02 
(<0.01～0.02) 

ＣＯＤ mg/g 1.3 
(1.2～1.4) 

1.8 
(1.7～1.8) 

ＴＯＣ mg/g 0.9 
(0.8～1.1) 

0.7 
(0.5～0.9) 

Ｔ－Ｎ mg/g 0.25 
(0.22～0.29) 

0.24 
(0.22～0.26) 

Ｔ－Ｐ mg/g 0.23 
(0.23～0.24) 

0.30 
(0.34～0.35) 

ｸﾛﾛﾌｨﾙ a μg/g 1.9 
(1.5～2.4) 

4.3 
(3.3～5.3) 

ｼﾙﾄ・粘土分 ％ 8.6 
(7.4～9.8) 

10.7 
(8.7～12.7) 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
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資料 38(1)  間隙水水質分析結果（St.１～１０） 

平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度      調査時期 
 
項目 H12.7.17～19 H13.1.23～25 H13.8.6～8 H14.1.23～25 H14.8.21 H15.1.20 H15.7 H15.1.20 

ｐＨ － 8.2 
(8.0～8.4) 

7.8 
(7.7～8.0) 

8.0 
（7.9～8.2） 

7.9 
(7.5～8.1) 

8.0 
(7.7～8.4) 

8.0 
（7.7～8.1） 

7.9 
(7.6～8.1) 

7.9 
(7.8～8.1) 

塩分 － 33.91 
(32.13～34.85) 

33.66 
(29.49～34.83) 

35.04 
（33.62～
37 08） 

37.46 
(33.88～39.73) 

31.80 
(6.50～35.21) 

32.58 
（17.01～
34 95） 

32.85 
(6.79～36.34) 

31.74 
(7.50～34.71) 

ＤＯ mg/L 1. 5 
(<0.5～3.2) 

2.3 
(<0.5～5.7) 

1.3 
（<0.5～3.0） 

1.8 
(0.7～4.2) 

2.6 
(0.5～5.1) 

2.4 
（1.0～5.0） 

2.5 
(<0.5～4.8) 

2.7 
(0.9～7.7) 

ＣＯＤ mg/L 8.2 
(3.4～25) 

7.6 
(2.5～18) 

8.2 
（3.9～17） 

3.4 
(1.7～5.9) 

5.3 
(2.6～9.5) 

6.4 
（3.2～11） 

3.3 
(2.0～5.2) 

6.5 
(4.2～10.9) 

ＴＯＣ mg/L 5.0 
(2.3～9.2) 

5.8 
(1.6～14) 

3.9 
（2.0～9.3） 

2.7 
(1.8～4.8) 

3.7 
(1.9～6.7) 

4.2 
（1.6～8.5） 

2.9 
(1.8～7.2) 

2.2 
(1.5～5.5) 

Ｔ－Ｎ mg/L 1. 3 
(0.6～1.9) 

0.9 
(0.3～2.0) 

0.9 
（0.5～1.4） 

1.23 
(0.43～2.60) 

1.25 
(0.78～2.10) 

1.0 
（0.5～2.7） 

1.23 
(0.72～2.27) 

0.92 
(0.52～1.96) 

Ｔ－Ｐ mg/L 0.16 
(0.09～0.31) 

0.37 
(0.07～1.10) 

0.38 
（0.09～1.10） 

0.19 
(0.10～0.33) 

0.31 
(0.10～0.90) 

0.31 
（0.11～0.65） 

0.28 
(0.16～0.46) 

0.20 
(0.10～0.39) 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
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資料 38(2)  間隙水水質分析結果（St.１１～１２） 

平成 15年度      調査時期 
 
項目 H15.7 H15.1.20 

ｐＨ － 8.0 
(7.9～8.0) 

7.9 
(7.8～8.0) 

塩分 － 35.41 
(35.11～35.70) 

33.75 
(33.07～34.42) 

ＤＯ mg/L 2.9 
(2.4～3.4) 

1.9 
(1.8～1.9) 

ＣＯＤ mg/L 2.1 
(2.0～2.2) 

4.8 
(4.2～5.4) 

ＴＯＣ mg/L 2.8 
(2.7～2.8) 

1.9 
 

Ｔ－Ｎ mg/L 0.86 
(0.72～0.99) 

0.78 
(0.64～0.91) 

Ｔ－Ｐ mg/L 0.20 
(0.18～0.23) 

0.15 
(0.13～0.18) 

（注）表中の数字は「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
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資料 39(1)  マクロベントス調査結果（St.１～１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
２．主な出現種は、個体数及び湿重量の組成比が上位５種（ただし組成比５％以上）のものとした。 

調査時期 
 調査項目

27 35 27 28 26 27
(  2 ～  16) (  2 ～  13) (  2 ～  11) (  0 ～  14) (  0 ～  10) (  0 ～  13)
24 25 34 31 32 40

(  2 ～  10) (  3 ～  12) (  5 ～  16) (  5 ～  16) (  4 ～  13) (  3 ～  17)
18 22 22 30 16 29

(  1 ～  10) (  2 ～   6) (  0 ～   8) (  1 ～  10) (  0 ～   6) (  2 ～  8)

3 11 8 5 8 5
(  0 ～   2) (  0 ～   5) (  0 ～   4) (  0 ～  3) (  0 ～   3) (  0 ～  3)

72 93 91 94 82 101
(  7 ～  26) ( 12 ～  31) ( 12 ～  34) (  10 ～  31) ( 4 ～  32) (  9 ～  31)

218 302 328 248 292 246
(  2 ～  1,118) (  2 ～  2,044) (  3 ～  1,670) (  0 ～  1699) (  0 ～  1,879) (  1 ～  1899)

69 127 114 226 66 123
( 10 ～    322) ( 14 ～    382) ( 24 ～    287) (  33 ～  563) ( 11 ～    231) (  25 ～  228)

34 33 12 8 28 44
(  1 ～    109) (  3 ～     64) (  0 ～     47) (  3 ～  14) (  0 ～     92) (  2 ～  183)

3 6 6 8 3 5
(  0 ～     23) (  0 ～     16) (  0 ～     19) (  0 ～  8) (  0 ～     11) (  0 ～  10)

323 468 460 489 390 418
( 26 ～  1,136) ( 43 ～  2,124) ( 51 ～  1,711) (  36 ～  1768) ( 35 ～  1,913) (  46 ～  1951)
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ Ceratonereis  sp. ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ
Ceratonereis  sp. Ceratonereis  sp. Ceratonereis  sp. ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ Ceratonereis  sp.
Heteromastus  sp. Armandia  sp. Armandia  sp. ｼﾘｽ亜科 Ceratonereis  sp. Armandia sp.
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ Armandia  sp. ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ

Soletellina petalina ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ ｵｷｼｼﾞﾐ

平成13年度
H14.1H13.8

平成12年度
H12.7 H13.1

平成14年度
H14.8 H15.1

 合計

 環形動物門

 節足動物門

 その他

湿重量からみた主な出現種

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

 軟体動物門

個体数からみた主な出現種

種類数

平均個体数

(個体/0.36ｍ2)

39 37
(  0 ～  14) (  0 ～  18)
43 45

(  2 ～  21) (  2 ～  18)
18 34

(  1 ～   5) (  1 ～  16)

11 5
(  0 ～   6) (  0 ～  2)

111 121
( 6 ～  23) (  4 ～  44)

170 283
(  0 ～  549) (  0 ～  968)

160 385
( 34 ～    343) (  37 ～  1870)

13 34
(  2 ～     45) (  2 ～  93)

6 4
(  0 ～     30) (  0 ～  14)

349 706
( 82 ～  659) (  85 ～  1963)
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ

ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ ｲﾄｺﾞｶｲ科

Malacoceros  sp. Ceratonereis  sp.
Hediste sp.

ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 39(2)  マクロベントス調査結果（St.１１～１２） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
２．主な出現種は、個体数及び湿重量の組成比が上位５種（ただし組成比５％以上）のものとした。

調査時期 
 調査項目

10 7
(  5 ～  7) (  4 ～  5)
17 17

(  7 ～  16) (  6 ～  15)
4 5

(  2 ～  2) (  2 ～   5)
3 3

(  1 ～   2) (  0 ～   3)
34 32

(  17 ～  25) ( 13 ～  27)
34 81

(  8 ～  60) (  37 ～  125)
64 131

( 43 ～    85) ( 127 ～    135)
22 6

(  3 ～    40) (  4 ～     7)
2 8

(  1 ～     2) (  0 ～     16)
121 226
( 98 ～  144) ( 187 ～  264)
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Armandia  sp.
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
Armandia  sp. Ceratonereis  sp.
Nephtys sp. Nephtys sp.
Malacoceros  sp. ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ
ｵｷﾅﾜｵｻｶﾞﾆ

個体数からみた主な出現種

湿重量からみた主な出現種

平均個体数

(個体/0.36ｍ
2
)

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

H15.7 H16.2

種類数

 軟体動物門

 環形動物門

 節足動物門

 その他

 合計

平成15年度
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資料 40(1)  メイオベントス調査結果（St.１～１０） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

 

資料 40(2)  メイオベントス調査結果（St.１１～１２） 

 

 

 

 
（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 
２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

 

 

調査時期 平成13年度
 調査項目

44 46 37 40 52 55
(     17 ～      28) (     17 ～      27) (     18 ～      25) (     16 ～      26) (     18 ～      31) (     12 ～      33)

32,051 33,292 41,011 40,309 30,456 51,855
( 12,104 ～  75,386) ( 14,517 ～  55,726) ( 6,429 ～  196,254) ( 14,098 ～  87,534) ( 17,650 ～  45,088) ( 24,203 ～  79,527)

有孔虫目 有孔虫目 同定不能の卵 有孔虫目 有孔虫目 線虫鋼
線虫綱 線虫綱 有孔虫目 線虫綱 線虫綱 有孔虫目
ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 線虫綱 同定不能の卵 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 同定不能の卵

ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 繊毛虫門 繊毛虫門
同定不能の卵 肉質虫亜門 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

種類数

平均個体数

(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

41 46
(     14 ～      24) (     5 ～      27)
15,105 11,610

( 7,953 ～  24,951) ( 4,809 ～  28,600)
有孔虫目 線虫鋼
線虫綱 繊毛虫門
繊毛虫門 肉質虫亜門

ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目
肉質虫亜門 ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

平成15年度
H15.7 H16.2

調査時期 
 調査項目

24 22
(     12 ～      21) (     18 ～      20)

5,170 9,084
( 3,940 ～  6,399) ( 8,789 ～  9,378)

有孔虫目 繊毛虫門
肉質虫亜門 線虫綱
繊毛虫門 肉質虫亜門

線虫綱 有孔虫目
ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目

種類数

平均個体数

(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 41(1)  ミクロベントス調査結果（St.１～１０） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 

２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

資料 41(2)  ミクロベントス調査結果（St.１１～１２） 

（注）１．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均個体数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 

２．主な出現種は、個体数の組成比が上位５種（ただし個体数組成比５％以上）のものとした。 

 

 

 

 

調査時期 
 調査項目

6 6
(      5 ～        6) (      5 ～        5)
18,185 61,423

(  9,970 ～  26,400) ( 44,286 ～   78,560)
繊毛虫門 繊毛虫門
肉質虫亜門 肉質虫亜門

平均個体数

(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成15年度
H15.7 H16.2

種類数

調査時期 平成13年度
 調査項目

8 8 7 11 7 8
(      4 ～        6) (      4 ～        7) (      4 ～        7) (      5 ～        9) (      4 ～        7) (      5 ～        8)

35,964 29,504 28,898 51,760 53,213 37,048
(  4,800 ～  119,000) ( 11,880 ～   69,280) ( 16,680 ～   56,480) ( 33,240 ～   95,400) ( 4,475 ～   176,440) ( 10,983 ～   75,960)

有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目 有孔虫目
肉質虫亜門 肉質虫亜門 繊毛虫門 繊毛虫門 繊毛虫門 線虫鋼
繊毛虫門 繊毛虫門 肉質虫亜門 肉質虫亜門 肉質虫亜門 繊毛虫門

線虫綱 線虫綱 線虫綱 線虫綱 線虫綱 肉質虫亜門

種類数

平均個体数

(個体/0.008ｍ2)

主な出現種

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

9 9
(      5 ～        7) (      1 ～        6)

10,050 37,796
( 6,260 ～   16,990) ( 6,200 ～   70,600)

有孔虫目 繊毛虫門
繊毛虫門 肉質虫亜門
肉質虫亜門

線虫綱

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 42(1)  微小藻類調査結果（St.1～10） 

 

 

 

 

 

（注） １．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均細胞数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 

２．主な出現種は、細胞数の組成比が上位５種（ただし細胞数組成比５％以上）のものとした。 

 

 

資料 42(2)  微小藻類調査結果（St.11～12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） １．表中の数字は、種類数については「総種類数（最小値～最大値）」、平均細胞数については「平均値（最小値～最大値）」を示している。 

２．主な出現種は、細胞数の組成比が上位５種（ただし細胞数組成比５％以上）のものとした。 

 

 

 

 

 

調査時期 平成13年度
 調査項目

7 10 8 23 23 20 33 42
(   2 ～      5) (   1 ～      7) (   2 ～      6) (   4 ～      12) (   5 ～      12) (   7 ～      10) (   5 ～      18) (   10 ～      18)
188 616 167 2,313 5,937 12,114 10,535 7,236

(  31 ～    367) (  82 ～  3,139) (  40 ～  592) (  205 ～  15,326) (1,019 ～  19,096) (1,958 ～  58,246) (1,946 ～  24,081) (  616 ～  22,475)
Amphora  sp. Fragilaria  sp. Navicula  sp. Opephora sp. Navicula sp. Navicula sp.        Amphora spp. Amphora spp.
Navicula  sp. Amphora  sp. Nitzschia  sp. Navicula  sp. Opephora sp. ｸﾛｵｺｯｶｽ目 Navicula spp. Opephora sp.
Nitzschia  sp. Navicula  sp. 羽状目 羽状目 Amphora sp.         羽状目 Nitzschia spp. Navicula spp.
羽状目 Nitzschia  sp. Amphora  sp. Nitzschia  sp. 羽状目 Amphora sp.         Amphora coffeaeformis Nitzschia spp.

羽状目 Pleurosigma  sp. Plagiogramma sp. Nitzschia sp. Cylindrotheca closterium Amphora proteus

H13.8 H14.1 H14.8 H15.1

種類数

平均細胞数

(細胞/cｍ3)

主な出現種

平成15年度
H15.7 H16.2

平成12年度 平成14年度
H12.7 H13.1

調査時期 
 調査項目

15 16
(   8 ～      14) (   11 ～      14)
7,257 5,352

(3,163 ～  11,352) (5,254 ～  5,449)
Navicula spp. Opephora sp.
Opephora sp. Amphora gacialis
Amphora spp. Amphora spp.
Parlibellus sp. (cf. delognei) Navicula spp.
Nitzschia spp.

種類数

平均細胞数

(細胞/cｍ3)

主な出現種

平成15年度
H15.7 H16.2
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資料 43(1)  バクテリア調査結果（St.１～１０） 

 

 

 

資料 43(2)  バクテリア調査結果（St.１１～１２） 

 

 

調査時期 

 調査項目 H12.7 H13.1 H13.8 H14.1 H14.8 H15.1 H15.7 H16.2

好気性バクテリア(CFU/g) 1.4×10
6
6.2×10

5
4.1×10

6
1.6×10

7
1.5×10

7
4.2×10

7
3.4×10

5
4.2×10

7

嫌気性バクテリア(CFU/g) 5.3×10
5
9.5×10

4
1.1×10

5
5.5×10

6
4.9×10

6
8.1×10

6
4.9×10

6
8.1×10

6

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

調査時期 

 調査項目 H15.7 H16.2

好気性バクテリア(CFU/g) 1.5×10
5
8.6×10

3

嫌気性バクテリア(CFU/g) 6.2×10
3
2.6×10

3

平成15年度
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資料 44(1) 目視観察結果（植物：平成 12 年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 44(2) 目視観察結果（植物：平成 12 年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成12年7月17～19日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.19 7.18 7.17 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ｱﾅｱｵｻ r r 2
ｱﾐｱｵｻ r r r 3
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + 1
ﾋﾒﾊﾓｸ - + 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r + + + 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 0 0 1 2 3 4 2 1 0 0 6
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

調査年月日：平成13年1月23～25日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
天候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾄｴｸﾞｻ + + r + r 5
ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ rr r r r r r + + 8
ﾋﾗｱｵﾉﾘ rr rr 2
ｱﾅｱｵｻ rr + r + + + r r 8
ｱﾐｱｵｻ r + 2
ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ + + 2
ｷｯｺｳｸﾞｻ r 1
ｲｿｽｷﾞﾅ r rr rr r + 5
ﾋﾒﾊﾓｸ r r 2
ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r r r 4
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + 1

 種類数 2 2 2 8 6 5 4 4 5 4 12
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日
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資料 44(3) 目視観察結果（植物：平成 13年度夏季） 

 

資料 44(4) 目視観察結果（植物：平成 14年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 40(3)  目視観察結果（植物：平成 13 年度夏季） 

資料 40(4)  目視観察結果（植物：平成 13 年度冬期） 
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資料 44(5) 目視観察結果（植物：平成 14年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 44(6) 目視観察結果（植物：平成 14年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成14年8月21～23日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 8月23日 8月22日 8月22日 8月22日 8月22日 8月21日 8月21日 8月21日 8月23日 8月23日
観察時刻 10:10 10:15 11:20 13:45 12:45 11:00 12:30 13:35 13:10 12:05
天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 快晴 晴
シルト +++
細　砂 +++ + ++ +++ +++ +++ +++ ++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ ++ + + + +
礫・サンゴ片 + + + ++ + ++ + + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

還元層となる深さ（cm） >20 2.0 5.0 5.0 2.0 >20 >20 >20 >20 10.0
番号 門 生息孔 - ++ + + + + + + - - 出現頻度
1 緑藻植物  ｱﾅｱｵｻ rr rr r 3
2  ｼｵｸﾞｻ属 r 1
3  ﾐﾄﾞﾘｹﾞ rr rr 2
4 褐藻植物  ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr 1
5  ﾋﾒﾊﾓｸ r 1
6 紅藻植物  ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr rr rr rr 4

 種類数 0 2 3 0 2 3 0 0 0 2
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない
　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。

調査年月日：平成15年1月20-22日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月22日 1月20日 1月20日 1月20日 1月22日 1月21日 1月22日 1月21日 1月21日 1月21日
観察時刻 12:40 13:55 14:55 15:50 15:00 12:10 13:45 15:15 13:30 14:15
天候 晴 晴 晴 晴 快晴 晴 晴 晴 晴 晴
シルト +++ +++
細　砂 + +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 +++ ++ +++ +++
礫・サンゴ片 + + +++ + ++ + ++ + +++
転　石 + + + ++ ++ + + ++ ++
岩　盤

還元層となる深さ（cm） 1.0 1.0 3.0 1.0 2.0 >20 >20 >20 13.0 7.0
番号 門 生息孔 + ++ + + + ++ + + + ++ 出現頻度
1 藍藻植物 ﾗﾝ藻綱 r 1
2 緑藻植物 ﾋﾄｴｸﾞｻ + rr + + r 5
3 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ + c r + + + 6

4 ｱｵﾉﾘ属 r r r r r + 6
5 ｱﾅｱｵｻ r r 2
6 ｱｵｻ属 r r ｒ ｒ ｒ 5

7 ｼｵｸﾞｻ属 r r 2
8 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ r r r rr 4
9 ｷｯｺｳｸﾞｻ rr 1

10 ｲｿｽｷﾞﾅ rr + + r + 5
11 ﾌﾃﾞﾉﾎ r r 2
12 褐藻植物 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 + rr 2

13 ﾌｸﾛﾉﾘ rr 1
14 ﾋﾒﾊﾓｸ rr r r 3

15 紅藻植物 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ r rr 2
16 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r rr r 4
17 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ科 r + 2

18 ｿｿﾞ属 rr 1
19 種子植物 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ + rr r 3
20 ｺｱﾏﾓ rr 1

 種類数 4 5 3 2 12 4 8 6 3 5
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

　　3.出現頻度は、確認された地点数を示す。
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資料 44(7) 目視観察結果（植物：平成 15年度夏季） 

 

 

調査年月日：平成15年７月12～15日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日

観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00

天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +

細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

転　石 + + + + + + + + + + +

岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 ｱｵﾉﾘ属 rr r rr rr 4 - - -

2 ｱｵｻ属 r rr r r r r r 7 - - -

3 ｼｵｸﾞｻ属 rr rr rr rr rr rr rr 7 - - -

4 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ r r r rr 4 - - -

5 ｷｯｺｳｸﾞｻ属 rr rr rr rr 4 - - -

6 ﾖﾚﾂﾞﾀ rr 1 - - -

7 ﾋﾛﾊｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ rr rr rr 3 - - -

8 ﾋﾒｲﾁｮｳ rr 1 - - -

9 ﾊｺﾞﾛﾓ rr rr rr 3 - - -

10 ﾐｽﾞﾀﾏ r 1 - - -

11 ﾌﾃﾞﾉﾎ r r r 3 - - -

12 ｲｿｽｷﾞﾅ rr rr rr r 4 - - -

13 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 rr rr 2 - - -

14 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属 r 1 - - -

15 ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr r rr r r r 6 - - -

16 ｼﾏｵｵｷﾞ r 1 - - -

17 ﾔﾊﾞﾈﾓｸ r 1 - - -

18 ﾋﾒﾊﾓｸ r r r r 4 - - -

19 ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ rr 1 - - -

20 ﾓｻｽﾞｷ属 rr rr r 3 - - -

21 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ r rr 2 - - -

22 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ r r r r r r rr 7 - - -

23 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 r r 2 - - -

24 ﾌｼｸﾚﾉﾘ rr rr rr 3 - - -

25 ﾄｹﾞﾉﾘ rr 1 - - -

26 ｲﾄｸﾞｻ属 r 1 - - -

27 ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ r 1 - - -

28 ｳﾐﾋﾙﾓ rr rr rr rr rr rr 6 - - -

29 ｺｱﾏﾓ rr rr r r 4 - - -

30 ｳﾐｼﾞｸﾞｻ rr 1 - - -

31 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ r r r rr rr rr 6 - - -

32 ｶﾜﾂﾙﾓ c 1 危急種 絶滅危惧IB類 -

種　類　数 1 4 4 4 14 10 10 15 9 17 4 4

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

底質状況
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資料 44(8) 目視観察結果（植物：平成 15年度冬期） 

 

 

調査年月日：平成16年２月８～10日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日

観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35

天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +

細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +

転　石 + + + + + + + +

岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 ﾋﾄｴｸﾞｻ r r + r c + r r + + r 11 - - -

2 ﾎﾞｳｱｵﾉﾘ r cc r r + + + + + r r 11 - - -

3 ｱｵﾉﾘ属 r r r r + r 6 - - -

4 ｱｵｻ属 r 1 - - -

5 ｼｵｸﾞｻ属 rr r r 3 - - -

6 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ rr rr 2 - - -

7 ｷｯｺｳｸﾞｻ r r r r 4 - - -

8 ｷｯｺｳｸﾞｻ属 rr 1 - - -

9 ﾊﾞﾛﾆｱ属 rr 1 - - -

10 ﾊﾈﾓ属 r 1 - - -

11 ﾐｽﾞﾀﾏ rr 1 - - -

12 ｳｽｶﾞｻﾈ rr r rr 3 - - -

13 ﾎｿｴｶﾞｻ r 1 危急種 絶滅危惧I類 絶滅危惧種

14 ｲｿｽｷﾞﾅ + + c r c r 6 - - -

15 ｼｵﾐﾄﾞﾛ科 r r 2 - - -

16 ｳｽﾕｷｳﾁﾜ rr 1 - - -

17 ﾌｸﾛﾉﾘ r r r 3 - - -

18 ｶｺﾞﾒﾉﾘ r r r r 4 - - -

19 ﾋﾒﾊﾓｸ r 1 - - -

20 無節ｻﾝｺﾞﾓ類 r 1 - - -

21 ﾋﾒﾃﾝｸﾞｻ rr + r r 4 - - -

22 ﾊｲﾃﾝｸﾞｻ rr 1 - - -

23 ｲｿﾀﾞﾝﾂｳ r + r r + rr r rr 8 - - -

24 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 r r r 3 - - -

25 ｿｿﾞ属 rr rr 2 - - -

26 ｺｱﾏﾓ rr cc rr 3 - - -

27 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ r 1 - - -

28 ｶﾜﾂﾙﾓ c 1 危急種 絶滅危惧IB類 -

底質状況

種　類　数 1 4 3 7 10 6 8 12 6 18 9 3

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.

　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.
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資料 45(1) 目視観察結果（動物：平成 12年度夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成12年7月17～19日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 7.18
観察時刻 13:30 12:10 14:40 13:55 13:15 11:30 12:10 13:25 12:30 11:50
シルト + ++ +
細　砂 + ++ +++ + +++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + + ++ + + + + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 0.5 0.5 5.0 2.5 1.0 >20 >20 3.0 5.0 3.0
生息孔 + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｲｿｱﾜﾓﾁ科 r r r 3
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + + + + r r r + 8
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r rr r r + r r 7
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ r r 2
ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + + 2
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c cc c c c c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc c cc + + 5
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + 1
ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ r r 2
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r rr rr 3
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + + 3
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + + 2
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + r r r 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ｳﾛｺｶﾞｲ科 r r r 3
ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr rr 2
ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ r 1
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r r r 5
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r r r 3
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + + 2
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + + + + 6
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr 2
ｶﾉｺｱｻﾘ rr rr 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r r 3
ﾋﾒｱｻﾘ r 1
Soletellina petalina + c 2
多毛類 + c + r + + + + 8
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + + 5
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 + 1
ﾔﾄﾞｶﾘ科 + + + c c + + + + 9
ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ + r r + + r r 7
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 r 1
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 + 1
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + r 2
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ r 1
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ + + + c c 5
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + + + 4
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ rr 1
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ cc cc cc cc c 5
ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + + 2
ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr 1
ﾔﾜﾗｶﾞﾆ科 r 1

 種類数 19 15 12 21 17 17 7 12 9 17 51
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

7.19 7.17 7.18
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資料 45(2) 目視観察結果（動物：平成 12年度冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成13年1月23～25日
調査点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

調査月日 1月23日 1月24日 1月23日 1月25日
観察時刻 10:20 11:55 11:15 12:50 23:30 10:15 11:30 1:10 12:30 2:10
シルト + +++ +
細　砂 + +++ + ++ +++ +++ +++ +++ +++

底質状況 粗　砂 ++ + ++ + ++
礫・サンゴ片 + + + +++ ++ ++ ++ + + ++
転　石 + + + + +
岩　盤

浮泥被覆 +
シルト混入 +++
貝殻混入 + + + + + + + + +
底質汚濁

還元層となる深さ（cm） 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 >20 >20 10.0 7.0 3.0
生息孔 + + ++ + + + ++ ++ ++ +
種名 出現頻度

ﾋﾗﾑｼ目 r 1
ｲｿｱﾜﾓﾁ科 r 1
ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r 1
ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + + 2
ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + + + + + + + + + 9
ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + + r 3
ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ + 1
ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ + 1
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ c c c c cc c 6
ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1
ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc cc ｃ ｒ + c 6
ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ類 + + + + + 5
ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ + + 2
ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + + r r 4
ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ r r r r r 5
ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + + 3
ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + 2
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ r r 2
ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ + + + 3
ｲﾎﾞﾖｳﾊﾞｲ + 1
ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ + + r + 4
ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ + + + 3
ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ + 1
ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr r rr 3
ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ rr 1
ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ r r rr 3
ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r r + 4
ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r 1
ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ rr 1
ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ r 1
ｵｷｼｼﾞﾐ + 1
ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ + + + r + 5
ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ r r 2
ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ + 1
ﾋﾒｱｻﾘ rr + 2
ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ ｒ 1
多毛類 + c + + + + + + + 9
ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 r 1
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 + + + + r ｒ 6
ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 r r r 3
ﾔﾄﾞｶﾘ科 + + + c + r + + 8
ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r r r + 4
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 + 1
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ｒ 1
ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾌﾀﾊﾞｵｻｶﾞﾆ + + 2
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr 1
ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r + c r 4
ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ + + 2
ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + 2
ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + + c + 4
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｃ cc cc c cc cc cc 7
ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 + r 2

 種類数 18 16 12 23 16 16 9 12 8 16 53
注）1.底質状況～-:みられない、+:わずかにみられる、++:比較的多い、+++:大半を占める
　　2.底質汚濁～ -:汚れていない、+:わずかに汚れている、++:汚れている、+++:かなり汚れている
　　3.生息孔、生物出現状況～ cc:非常に多い、c:多い、+:普通、r:少ない、rr:非常に少ない

1月24日 1月24日
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資料 45(3) 目視観察結果（動物：平成 13年度夏季） 
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資料 45(4) 目視観察結果（動物：平成 13年度冬季） 
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資料 45(5) 目視観察結果（動物：平成 14年度夏季） 
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資料 45(6) 目視観察結果（動物：平成 14年度冬季） 
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資料 45(7) 目視観察結果（動物：平成 15年度夏季－１） 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成15年７月12～15日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日

観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00

天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +

細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

転　石 + + + + + + + + + + +

岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 尋常海綿綱 rr rr rr r r 5 - - -

2 ﾋﾗﾑｼ目 rr 1 - - -

3 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 r 1 - - -

4 ｸｻｽﾞﾘｶﾞｲ科 rr 1 - - -

5 ｱｻﾃﾝｶﾞｲｶﾞｲ rr 1 - - -

6 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ + r r 3 - - -

7 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ rr r r 3 - - -

8 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ r r rr r r r 6 - - -

9 ﾌﾙﾔｶﾞｲ rr 1 - - -

10 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ + c c r + + r + r 9 - - -

11 ｷﾊﾞｱﾏｶﾞｲ rr 1 - - -

12 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr 1 - - -

13 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ + r + + + r r + + 9 - - -

14 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘｶﾞｲ rr r r rr rr rr r 7 - - -

15 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ rr rr rr rr 4 - - -

16 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + + + + + rr r 7 - - -

17 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 rr 1 - - -

18 ｳﾐﾆﾅ r r 2 - - -

19 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ cc r c c c cc 6 - - -

20 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ cc 1 - - -

21 ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ属 rr rr rr 3 - - -

22 ﾀｲﾜﾝﾀﾏｷﾋﾞ rr 1 - - -

23 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r r r r r 5 - - -

24 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 + 1 - - -

25 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + r r rr r 6 - - -

26 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ r r rr 3 - - -

27 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ rr rr rr r 4 - - -

28 ｼﾉﾏｷｶﾞｲ rr 1 - - -

29 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ r r rr rr rr rr rr 7 - - -

30 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -

31 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ rr rr rr rr rr 5 - - -

32 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ + + r r + r 6 - - -

33 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc + + r + + + rr r 9 - - -

34 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -

35 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ + r 2 - - -

36 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -

37 ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ r 1 - - -

38 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ r r r 3 - - -

39 ｺﾞﾏｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ rr 1 - - -

40 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr rr 2 - - -

41 ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ rr rr 2 - - -

42 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ r + + + r rr 6 - - -

43 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr 1 - - -

44 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ r r 2 - - -

45 ﾔｻｶﾞﾀﾐﾐｴｶﾞｲ rr 1 - - -

46 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr r r rr 4 - - -

47 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ rr rr r rr rr rr 6 - - -

48 ﾎｿｽｼﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r r 2 - - -

49 ｱｺﾔｶﾞｲ r rr rr rr 4 - - -

50 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘｶﾞｲ r rr rr 3 - - -

51 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ r rr r r r r 6 - - -

52 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ rr rr 2 - - -

底質状況

53 ｼﾛｽｼﾞﾅﾃﾞｼｺ rr rr 2 - - -

54 ｳﾐｷﾞｸｶﾞｲ属 rr 1 - - -

55 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ rr rr 2 - - -

56 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 r r r r rr rr r 7 - - -

57 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr 1 - - -

58 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ rr rr 2 - - -

59 ｳﾛｺｶﾞｲ科 r 1 - - -

60 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ属 rr 1 - - -

61 ｶﾜﾗｶﾞｲ rr rr 2 - - -

62 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr rr 2 - - -

63 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ rr rr 2 - - -

64 ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺｶﾞｲ r r 2 - - -

65 ﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -

66 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -

67 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ rr 1 - - -

68 ｻﾒｻﾞﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr rr 2 - - -

69 ｱｼﾍﾞﾏｽｵｶﾞｲ r 1 - - -

70 ﾀｶﾞｿﾃﾞｶﾞｲﾓﾄﾞｷ rr rr 2 - - -

71 ｾﾐｱｻﾘ + + + + rr rr r 7 - - -

72 ｵｷｼｼﾞﾐ rr 1 - - -

73 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ r rr rr r 4 - - -

74 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr rr rr rr 5 - - -

75 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ rr rr + r + 5 - - -

76 ﾋﾒｱｻﾘ rr rr 2 - - -
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資料 45(8) 目視観察結果（動物：平成 15年度夏季－２） 

 

 

 

調査年月日：平成15年７月12～15日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 7月15日 7月15日 7月15日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月13日 7月12日 7月12日 7月12日 7月15日

観察時刻 13:30 14:30 15:40 8:45 10:30 12:10 14:50 15:55 14:00 12:35 10:20 12:00

天　　候 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

シルト + +

細　砂 ++ ++ ++ + + + ++ ++ ++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

礫・サンゴ片 + + +++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++

転　石 + + + + + + + + + + +

岩　盤 +

番号 生息孔 ++ +++ ++ ++ + ++ + ++ + + + + 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

77 ﾊﾅｸﾞﾓﾘｶﾞｲ rr 1 - - -

78 ﾏﾀﾞｺ属 rr 1 - - -

79 ｺﾞｶｲ科 + + r + r + r r 8 - - -

80 ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 rr 1 - - -

81 ﾊﾅｵﾚｳﾐｹﾑｼ r r rr rr 4 - - -

82 ｲｿﾒ科 rr 1 - - -

83 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 + r 2 - - -

84 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 r 1 - - -

85 ｲﾄｺﾞｶｲ科 + rr r rr r 5 - - -

86 ﾌｻｺﾞｶｲ科 r rr rr rr 4 - - -

87 ｹﾔﾘﾑｼ科 r 1 - - -

88 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r 1 - - -

89 ｷﾀﾕﾑｼ科 rr 1 - - -

90 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r r r 6 - - -

91 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r r r r 7 - - -

92 ﾐﾅﾐｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr r rr rr 4 - - -

93 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ + r rr 3 - - -

94 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 rr 1 - - -

95 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 r r r r r r r 7 - - -

96 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ属 rr 1 - - -

97 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ rr rr rr 3 - - -

98 ﾔﾄﾞｶﾘ類 c cc cc c + r r r r r + 11 - - -

99 ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr 1 - - -

100 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -

101 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 rr rr rr 3 - - -

102 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ r rr rr rr 4 - - -

103 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ c 1 - - -

104 ｲﾜｶﾞﾆ科 rr rr 2 - - -

105 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ rr rr rr 3 希少 - -

106 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r + + r + cc 7 地域個体群 - -

107 ﾁｺﾞｶﾞﾆ r r 2 - - -

108 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ r r r r 4 - - -

109 ｵｷﾅﾜｵｻｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -

110 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr rr rr 3 - - -

111 ｵｻｶﾞﾆ属 rr rr rr 3 - - -

112 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ + + + r r 5 - - -

113 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ r rr 2 - - -

114 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ + + r 3 - - -

115 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ c r r 3 - - -

116 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr r rr 3 - - -

117 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ rr 1 - - -

118 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r r rr r r 6 - - -

119 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r r rr 3 - - -

120 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r rr r r 5 - - -

121 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr rr rr rr 4 - - -

122 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 r rr rr rr r r 6 - - -

123 ｺｶｹﾞﾛｳ科(幼虫) r 1 - - -

124 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科(幼虫) + 1 - - -

125 ﾄﾝﾎﾞ科(幼虫) c 1 - - -

126 ﾕｽﾘｶ科 r 1 - - -

127 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 r 1 - - -

128 ｺﾌﾞﾋﾄﾃﾞ r 1 - - -

底質状況

129 ﾅｶﾞｳﾆ属 rr 1 - - -

130 ｸﾛﾅﾏｺ r r r r rr 5 - - -

131 ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ rr 1 - - -

132 ﾋﾒｷﾞﾎﾞｼﾑｼ rr rr 2 - - -

種　類　数 10 25 26 49 45 55 24 37 31 36 38 22

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.

　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.
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資料 45(9) 目視観察結果（動物：平成 15年度冬期－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成16年２月８～10日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日

観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35

天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +

細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +

転　石 + + + + + + + +

岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

1 尋常海綿綱 r r 2 - - -

2 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr 1 - - -

3 ﾋﾗﾑｼ目 r 1 - - -

4 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr 1 - - -

5 ﾘｭｳｷｭｳﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr 1 - - -

6 ｼﾎﾞﾘｶﾞｲ r r r 3 - - -

7 ﾂﾎﾞﾐｶﾞｲ r rr 2 - - -

8 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ + 1 - - -

9 ﾌﾙﾔｶﾞｲ rr rr 2 - - -

10 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ rr rr 2 - - -

11 ｶﾝｷﾞｸｶﾞｲ r r + + r r r r r rr 10 - - -

12 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ r r + r r 5 - - -

13 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ rr rr 2 - - -

14 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 r 1 - - -

15 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r r 2 - - -

16 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r 1 - - -

17 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ r 1 - - -

18 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ r r 2 - - -

19 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ cc cc cc cc c c 6 - - -

20 ﾍﾅﾀﾘｶﾞｲ + 1 - - -

21 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘｶﾞｲ rr + r rr r rr 6 - - -

22 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ rr rr 2 - - -

23 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶﾞｲ + r r rr r 5 - - -

24 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 rr rr rr 3 - - -

25 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏｶﾞｲ rr rr 2 - - -

26 ｸﾁﾑﾗｻｷﾀﾞｶﾗｶﾞｲ rr rr 2 - - -

27 ﾊﾅﾋﾞﾗﾀﾞｶﾗｶﾞｲ + + 2 - - -

28 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞｲ r 1 - - -

29 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ r r r 3 - - -

30 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -

31 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ rr rr 2 - - -

32 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ r r 2 - - -

33 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶﾞｲ r r rr 3 - - -

34 ｼｲﾉﾐﾖﾌﾊﾞｲ rr 1 - - -

35 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ r + + r r r r 7 - - -

36 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ属 rr r 2 - - -

37 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ rr r 2 - - -

38 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr 1 - - -

39 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr 1 - - -

40 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ rr 1 - - -

41 ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ rr 1 - - -

42 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ r r r r r r 6 - - -

43 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ r r r r r 5 - - -

44 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r r r rr 4 - - -

45 ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ rr 1 - - -

46 ｳﾐｷﾞｸｶﾞｲ属 rr 1 - - -

47 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 r r r r rr 5 - - -

48 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ c 1 - - -

49 ﾁﾁﾞﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ r 1 - - -

50 ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr 1 - - -

51 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r r + 3 - - -

52 ﾘｭｳｷｭｳｱﾘｿｶﾞｲ r rr rr 3 - - -

底質状況

53 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ rr 1 - - -

54 ﾊﾞｶｶﾞｲ属 rr r 2 - - -

55 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗｶﾞｲ r 1 - - -

56 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ rr 1 - - -

57 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘｶﾞｲ r 1 - - -

58 ﾍﾗｻｷﾞｶﾞｲ r 1 - - -

59 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ rr 1 - - -

60 ﾆｯｺｳｶﾞｲ r 1 - - -

61 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵｶﾞｲ rr 1 - - -

62 ｵｷｼｼﾞﾐ + 1 - - -

63 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr r r 3 - - -

64 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ r r + r r r r 7 - - -

65 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸﾞﾘ r r + r r 5 - - -

66 ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ rr r 2 - - -

67 ﾋﾒｱｻﾘ r rr 2 - - -

68 ｾﾐｱｻﾘ rr 1 - - -

69 ﾇﾉﾒｾﾐｱｻﾘ r r r rr 4 - - -

70 ｱﾅﾀﾞｺ rr 1 - - -

71 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 + 1 - - -

72 ｺﾞｶｲ科 + r c c c + + r r + r r 12 - - -

73 ﾊﾅｵﾚｳﾐｹﾑｼ r r rr 3 - - -

74 ｳﾐｹﾑｼ科 rr 1 - - -

75 ｲｿﾒ科 + r r rr 4 - - -

76 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 + r r 3 - - -
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資料 45(10) 目視観察結果（動物：平成 15年度冬期－2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成16年２月８～10日

調 査 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

調査月日 2月8日 2月8日 2月8日 2月9日 2月9日 2月9日 2月10日 2月10日 2月10日 2月10日 2月9日 2月8日

観察時刻 16:00 13:05 11:55 13:25 14:30 12:05 12:35 16:10 15:00 13:50 15:50 16:35

天　　候 曇り 曇り 曇り 雨 雨 雨 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 雨 曇り

シルト + + +

細　砂 ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ ++ +++ ++ ++ ++

粗　砂 ++ ++ + ++ ++ +++ +++ +++ ++ +++ +++ ++

礫・サンゴ片 + ++ ++ +++ + ++ ++ +++ + +++ + +

転　石 + + + + + + + +

岩　盤

番号 生息孔 + +++ ++ ++ ++ ++ + + ++ + + ++ 出現頻度 県版RDB 環境省RDB 水産庁

77 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 + r r r r 5 - - -

78 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 rr 1 - - -

79 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 r + r + 4 - - -

80 ｲﾄｺﾞｶｲ科 + r + r r + r 7 - - -

81 ﾌｻｺﾞｶｲ科 r r r r r r 6 - - -

82 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 + r r rr 4 - - -

83 ｷﾀﾕﾑｼ科 r 1 - - -

84 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ r r 2 - - -

85 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ r rr r 3 - - -

86 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r + r r 6 - - -

87 ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ + 1 - - -

88 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科 r 1 - - -

89 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 + + r r r + 6 - - -

90 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 r 1 - - -

91 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ科 + 1 - - -

92 ｸﾙﾏｴﾋﾞ科 r r r 3 - - -

93 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科 rr r r rr 4 - - -

94 ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 r c + 3 - - -

95 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ r 1 - - -

96 ﾔﾄﾞｶﾘ類 r r r + + r + 7 - - -

97 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr 1 - - -

98 ｶﾞｻﾞﾐ属 rr 1 - - -

99 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r 2 - - -

100 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r rr rr 3 - - -

101 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -

102 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr rr 2 - - -

103 ｽｴﾋﾛｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ rr 1 - - -

104 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ r r 2 - - -

105 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr 3 - - -

106 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ r 1 - - -

107 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r 2 - - -

108 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ + r 2 - - -

109 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ c + r r 4 地域個体群 - -

110 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ r rr 2 - - -

111 ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ r 1 - - -

112 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ rr 1 - - -

113 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr 1 - - -

114 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ属 rr 1 - - -

115 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr 1 - - -

116 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ r 1 希少 - -

117 ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ(幼虫) rr 1 - - -

118 ﾌｻｺｹﾑｼ科 rr 1 - - -

119 ﾜﾀﾞﾂﾐｷﾞﾎﾞｼﾑｼ r 1 - - -

120 ﾋﾒｷﾞﾎﾞｼﾑｼ c 1 - - -

121 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 r 1 - - -

種　類　数 12 27 25 39 30 26 31 16 10 33 29 15

注１）底質状況・生息孔　－：みられない，+：わずかにみられる，++：比較的多い，+++大半を占める

　２）生物出現状況　cc：非常に多い，c：多い，+：普通，r：少ない，rr：非常に少ない

　３）出現頻度は、該当する種が確認された地点数を示す。

　４）県版RDB：沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物（レッドデータおきなわ）.1996年.

　　　環境省RDB：日本の絶滅のおそれのある野生生物（改訂版を含む）.2000～2003年.

　　　水産庁：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水産庁編）.1998年.

底質状況
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鳥類（水鳥）の時期別出現状況の経年変化 
 
 
鳥類（水鳥）の確認種類数・個体数のまとめ（平成 4年度、6年度、9年度～平成 15年度） 

   ＜種類数＞ 
鳥類（水鳥） 
種類数 監視項目 

春季 夏季 秋季 冬季 
総種類数 27 32 37 46 
最大値 21 24 28 30 
最小値 11 16 15 21 
変動幅 10 8 13 9 

 
   ＜個体数＞ 

鳥類（水鳥） 
個体数 監視項目 

春季 夏季 秋季 冬季 
平均値 305 683 775 915 
最大値 389 1295 1109 1543 
最小値 149 481 420 701 
変動幅 240 814 689 842 
標準偏差 86 284 247 297 
変動係数 0.28 0.42 0.32 0.32 

 
 
注）沖縄県土地開発公社「平成 15年度 豊見城市地先開発事業環境監視調査業務 報告書」 St.5（漫湖）の水鳥データより 
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